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高
校
生
の
頃
、
阪
堺
電
車
に
一
回
も
乗
っ

た
こ
と
が
な
い
ま
ま
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で

の
、
地
上
集
札
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
。
正

月
の
三
が
日
は
、
あ
ま
り
に
も
乗
車
す
る
人

が
多
い
た
め
、
お
そ
ら
く
電
車
内
で
の
集
札

で
は
間
に
合
わ
な
い
か
ら
だ
っ
た
と
思
う
の

だ
が
、
わ
た
し
は
お
客
さ
ん
を
誘
導
し
な
が

ら
、
な
ぜ
こ
の
電
車
は
電
車
な
の
に
切
符
も

改
札
も
な
い
ん
だ
ろ
う
、
と
不
思
議
に
思
っ

た
も
の
だ
っ
た
。
当
時
の
わ
た
し
に
と
っ

て
、
電
車
と
切
符
は
切
り
離
せ
な
い
物
同
士

だ
っ
た
。
ち
な
み
に
正
月
で
な
い
日
で
も
天

王
寺
駅
前
駅
で
は
駅
員
さ
ん
が
集
札
を
し
て

い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
の
は
阪
堺
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
十
数
年
後
の
こ
と
だ
っ

た
。
切
符
も
改
札
も
な
く
、
降
車
の
時
に
払

う
と
い
う
バ
ス
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
当

時
は
謎
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
電
車
内
で
集
札

す
る
と
い
う
こ
と
は
駅
が
無
人
で
も
か
ま
わ

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
は
阪
堺
の
規
模
に

あ
っ
た
合
理
的
な
方
法
だ
な
と
思
う
。

バ
ス
っ
ぽ
い
け
ど
電
車
。
個
人
的
に
は
そ

れ
が
阪
堺
電
鉄
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
道
路
に
あ

る
小
さ
な
駅
に
さ
え
行
け
ば
階
段
の
上
り
下

り
を
せ
ず
に
乗
れ
る
気
軽
さ
が
と
て
も
好
き

だ
。
地
上
を
走
る
電
車
で
も
地
下
鉄
で
も
、

ど
れ
だ
け
毎
日
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
て
近

所
の
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た

と
し
て
も
、「
さ
あ
乗
る
ぞ
」
と
い
う
わ
ず

か
な
ス
ト
レ
ス
が
ど
こ
か
に
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
け
れ
ど
も
阪
堺
は
、
そ
れ
こ
そ
コ

ン
ビ
ニ
に
で
も
入
る
よ
う
な
感
覚
で
乗
る
こ

と
が
で
き
る
。
バ
ス
っ
ぽ
さ
と
い
え
ば
、
地

元
密
着
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
お
も
し
ろ
い
。
阪

堺
に
乗
っ
て
い
る
と
聞
こ
え
て
く
る
、
あ
る

不
動
産
会
社
の
名
前
を
覚
え
て
し
ま
っ
て
、

近
所
の
建
物
に
そ
の
会
社
の
名
前
の
看
板
が

掛
か
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
本
当
に
あ
の
会

社
は
こ
の
へ
ん
一
帯
で
盛
ん
に
仕
事
を
し
て

い
る
の
だ
な
あ
、
と
妙
に
感
慨
深
く
な
っ
た

り
す
る
。
阪
堺
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
け
っ
こ
う

特
徴
的
で
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
参
考
に
小
説

を
書
い
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。

阪
堺
は
乗
る
の
も
お
も
し
ろ
い
け
れ
ど

も
、
見
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
線
路
の
あ
る

道
路
を
夜
歩
い
て
い
て
、
道
路
の
真
ん
中
を

通
り
過
ぎ
る
阪
堺
の
車
体
に
は
と
て
も
存
在

原
付
の
風
除
け
に
な
る
電
車
津
村
記
久
子

イラスト・岡林玲
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感
が
あ
る
。
煌
々
と
明
る
い
車
内
が
浮
遊
す

る
よ
う
に
通
り
過
ぎ
る
様
子
は
幻
想
的
だ
。

車
道
に
堂
々
と
敷
か
れ
て
い
る
線
路
も
い

い
。
ふ
つ
う
線
路
と
い
う
と
、
一
般
の
わ
た

し
た
ち
が
絶
対
に
立
ち
入
っ
て
は
い
け
な
い

も
の
だ
け
れ
ど
も
、
路
面
電
車
で
あ
る
阪
堺

の
線
路
は
踏
め
る
し
渡
れ
る
。
自
動
車
と
領

域
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
原

付
の
お
じ
さ
ん
が
阪
堺
の
車
体
を
風
除
け
に

す
る
よ
う
に
後
ろ
か
ら
つ
い
て
く
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ
る
。

阪
堺
電
車
に
乗
る
と
、
空
い
て
い
れ
ば
だ

い
た
い
い
ち
ば
ん
後
ろ
の
席
に
座
る
。
後
方

の
窓
か
ら
、
遠
ざ
か
っ
て
い
く
町
の
景
色
を

眺
め
て
い
る
と
安
堵
を
感
じ
る
。
後
ろ
向
き

に
町
を
通
り
過
ぎ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
な

か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
そ
う

い
う
珍
し
さ
や
楽
し
さ
も
あ
る
。
日
常
的
に

利
用
す
る
電
車
で
「
電
車
に
乗
る
」
と
い
う

こ
と
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
性
が
も
っ
と
も
高

い
の
は
実
は
阪
堺
電
鉄
だ
。
書
い
て
い
る

と
、
ま
た
乗
り
に
行
き
た
く
な
っ
て
き
た
。

末
永
い
隆
盛
を
願
う
。

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立、平成 24 年 4 月 1 日付で一般社団法
人に移行、73 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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つ
む
ら 

き
く
こ

作
家
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
２
０
０
５
年
「
マ
ン
イ
ー
タ
ー
」（
単
行
本

化
に
あ
た
り
『
君
は
永
遠
に
そ
い
つ
ら
よ
り
若
い
』
に
改
題
）
で
第

21
回
太
宰
治
賞
を
受
賞
し
デ
ビ
ュ
ー
。
08
年
『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ブ
レ

ス
・
ユ
ー
!!
』
で
第
30
回
野
間
文
芸
新
人
賞
、
09
年
「
ポ
ト
ス
ラ
イ

ム
の
舟
」
で
第
１
４
０
回
芥
川
賞
、
11
年
『
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
』
で
第
28
回
織
田
作
之
助
賞
、
13
年
「
給
水
塔
と
亀
」
で
第
39

回
川
端
康
成
文
学
賞
、
16
年
『
こ
の
世
に
た
や
す
い
仕
事
は
な
い
』

で
第
66
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
、
17
年
『
浮
遊
霊
ブ
ラ

ジ
ル
』
で
第
27
回
紫
式
部
文
学
賞
を
受
賞
。
著
書
に
『
カ
ソ
ウ
ス
キ

の
行
方
』『
ポ
ー
ス
ケ
』『
エ
ヴ
リ
シ
ン
グ
・
フ
ロ
ウ
ズ
』
ほ
か
多
数
。

近
著
に
『
デ
ィ
ス
・
イ
ズ
・
ザ
・
デ
イ
』
が
あ
る
。
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は
じ
め
に

鉄
道
先
導
型
の
沿
線
開
発
Ｔ
Ｏ
Ｄ 

（T
ransit O

riented D
evelopm

ent

）
の

重
要
性
が
欧
米
で
広
く
認
識
さ
れ
た
の
は
１

９
９
０
年
代
で
あ
る
。
日
本
で
は
以
下
に
述

べ
る
よ
う
に
明
治
・
大
正
時
代
か
ら
民
鉄
の

経
営
戦
略
と
し
て
鉄
道
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

が
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
期

を
迎
え
た
今
、
鉄
道
の
経
営
と
沿
線
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
新
た
な
発
想
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
論
で
は
東

京
圏
の
人
口
動
向
を
踏
ま
え
た
新
展
開
に
つ

い
て
考
え
た
い
。

１
．
日
本
の
沿
線
開
発
の
始
ま
り

小
林
一
三
が
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に

箕
面
有
馬
電
気
軌
道
株
式
会
社
（
阪
急
電
鉄

の
前
身
）
の
梅
田
・
宝
塚
間
と
箕
面
・
石
橋

間
を
開
業
す
る
と
同
時
に
池
田
室
町
住
宅
の

分
譲
を
始
め
た
の
が
、
民
鉄
業
界
に
よ
る
不

動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。
同
年

に
、
箕
面
動
物
園
を
開
園
し
、
１
９
１
３

（
大
正
２
）
年
に
は
宝
塚
唱
歌
隊
（
後
の
宝

塚
歌
劇
団
）
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
１
９
２

０
（
大
正
９
）
年
に
は
梅
田
駅
の
阪
急
ビ
ル

が
竣
工
し
、
東
京
の
老
舗
百
貨
店
白
木
屋
に

賃
貸
さ
れ
た
。
こ
れ
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー

ト
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
旅
客
を

増
や
す
た
め
で
あ
り
、
ま
た
ピ
ー
ク
時
の
逆

方
向
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
と
休
日
の
旅
客
を
増

や
す
方
策
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
沿
線

開
発
が
沿
線
の
魅
力
を
増
や
し
、
か
つ
鉄
道

以
外
の
収
益
源
と
も
な
っ
た
。
ま
さ
に
、
わ

が
国
の
都
市
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し

て
、
東
京
の
鉄
道
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
の
で
あ
る
。

都
心
で
の
Ｔ
Ｏ
Ｄ
の
典
型
例
で
あ
る
丸
の

内
開
発
に
つ
い
て
は
、
三
菱
一
号
館
の
竣
工

が
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
で
あ
る
も
の

の
、
１
９
１
４
（
大
正
3
）
年
の
東
京
駅
開

業
の
後
に
オ
フ
ィ
ス
街
と
し
て
集
積
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
田
園
都
市
を
モ
デ
ル
と
し
た

郊
外
住
宅
開
発
も
鉄
道
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ

た
。
大
阪
で
は
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

の
千
里
山
住
宅
開
発
分
譲
開
始
と
北
大
阪
鉄

道
（
現
阪
急
）
の
千
里
（
支
）
線
開
業
で
あ

る
。
東
京
で
は
、
田
園
都
市
株
式
会
社
（
現

東
急
）
の
洗
足
田
園
都
市
分
譲
開
始
と
目
黒

線
開
業
が
１
９
２
２
、
23
（
大
正
11
、
12
）

年
で
あ
り
、
続
い
て
田
園
調
布
（
調
布
田
園

都
市
）
の
開
発
が
始
ま
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
自
動
車
の
本
格
的
大
量
生
産

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
Ｔ
形
フ
ォ
ー
ド
の
販

売
開
始
は
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
で
あ

り
、
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
の
日
本
の
自

家
用
乗
用
車
保
有
台
数
は
１
５
０
台
程
度
の

時
代
で
あ
る
。
欧
米
の
よ
う
に
馬
車
交
通
が

普
及
し
な
か
っ
た
日
本
で
は
、
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
前
に
鉄
道
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

が
な
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
高
度
経
済
成
長
期
の
初
め
、
ま

だ
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
て
い
な

い
時
代
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
始
ま

り
、
住
宅
供
給
は
鉄
道
沿
線
に
展
開
さ
れ
、

地
価
の
安
い
鉄
道
不
便
地
域
で
の
住
宅
開
発

明治末期より営々と進められてきた民営鉄道によるまちづくり。
未来に向け、沿線のまちをどのように育て、鉄道を維持していくか。
鉄道整備と沿線開発の課題について考察する。

基調報告 53

東京圏の鉄道と
沿線経営の新展開
政策研究大学院大学
政策研究センター所長

森地 茂
Shigeru MORICHI
1966 年東京大学工学部土木工学科卒。日本国有鉄道。東京工業大学理工学部土木工学
科助手、同工学部社会工学科助手・工学部土木工学科助教授を経て、1987 年土木工学
科教授。1996 年東京大学大学院工学系研究科教授、2004 年政策研究大学院大学教授。
2011 年より現職。専門分野は国土政策、交通政策。土木、交通に関わる各種団体、委
員会等で要職を歴任。東京工業大学、東京大学、政策研究大学院大学名誉教授。
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が
進
む
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
鉄
道
の
セ
ッ

ト
開
発
の
時
代
に
入
る
の
で
あ
る
。
先
鞭
を

つ
け
た
の
は
、
関
西
で
は
大
阪
府
の
千
里

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
千
里
山
線
延
伸
（
１
９
６

２
〈
昭
和
37
〉
年
）、
北
大
阪
急
行
（
１
９

７
０
〈
昭
和
45
〉
年
）、
お
よ
び
泉
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
泉
北
高
速
鉄
道
（
１
９
７

１
〈
昭
和
46
〉
年
）
で
あ
り
、
首
都
圏
で
は

多
摩
田
園
都
市
と
東
急
田
園
都
市
線
（
１
９

６
６
〈
昭
和
41
〉
年
）
で
あ
っ
た
。
北
大
阪

急
行
と
泉
北
高
速
鉄
道
は
大
阪
府
出
資
の
第

三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
整
備
で
あ
る
が
、
経
営

上
の
負
担
が
大
き
く
、
新
た
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
鉄
道
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
鉄
道
等
整
備
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
た

（
１
９
７
３
〈
昭
和
48
〉
年
）。
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
へ
の
小
田
急
線
と
京
王
線
の
乗
り
入

れ
（
１
９
７
４
〈
昭
和
49
〉
年
）
が
最
初
の

対
象
路
線
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
横
浜
の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
、
神
戸
の
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を
使
っ
て
鉄
道
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

２
．
東
京
圏
の
人
口
動
向
と
そ
れ
へ
の
対
応

東
京
圏
の
次
の
三
つ
の
人
口
現
象
に
つ
い

て
、
よ
り
正
確
な
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

第
１
は
東
京
都
の
人
口
が
今
後
減
少
す
る

と
い
う
誤
解
で
あ
る
。
５
年
に
一
度
の
国
勢

調
査
ご
と
に
な
さ
れ
る
政
府
に
よ
る
将
来
人

口
推
計
で
、
２
０
１
０
年
ま
で
の
予
測
結
果

は
こ
と
ご
と
く
過
小
予
測
で
あ
っ
た
。
２
０

１
５
年
の
国
調
結
果
に
よ
る
予
測
で
よ
う
や

く
、
２
０
４
７
年
ま
で
現
状
以
上
の
人
口
が

維
持
さ
れ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
（
図

－

1
）。
従
っ
て
、
今
後
も
深
刻

化
が
進
む
鉄
道
の
混
雑
問
題
へ
の
対
応
が
急

務
な
の
で
あ
る
。

第
２
は
東
京
へ
の
一
極
集
中
で
、
全
国
か

ら
す
べ
て
の
年
齢
層
の
人
口
を
集
め
て
い
る

と
い
う
誤
解
で
あ
る
。
東
京
へ
の
人
口
集
中

は
そ
の
大
部
分
が
大
学
進
学
時
と
就
職
時
、

す
な
わ
ち
15
～
19
歳
、
20
～
24
歳
、
25
～
29

歳
で
あ
り
、
他
の
世
代
は
近
畿
圏
な
ど
を
除

い
て
多
く
は
東
京
か
ら
流
出
す
る
傾
向
に
あ

る
（
図

－

2
）。
す
な
わ
ち
各
沿
線
は
こ
の

若
年
層
の
流
入
人
口
を
取
り
合
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
地
方
か
ら
の
進
学
世
代
は
大

学
の
立
地
に
よ
り
居
住
地
を
決
め
る
が
、
就

職
後
や
結
婚
後
の
定
住
地
は
上
京
時
の
居
住

地
と
、
そ
の
後
感
じ
た
沿
線
の
魅
力
な
ど
に

よ
り
定
め
る
で
あ
ろ
う
。
沿
線
人
口
の
高
齢

化
は
鉄
道
需
要
や
沿
線
ビ
ジ
ネ
ス
に
影
響
す

る
た
め
、
若
年
世
代
の
獲
得
は
鉄
道
会
社
に

と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
同
時
に
自
治
体
や
住

民
に
と
っ
て
も
地
域
活
性
化
の
鍵
と
な
る
の

で
あ
る
。

第
３
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
団
地
の
限

界
集
落
化
論
で
あ
る
。
高
度
成
長
期
に
整
備

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
団
地
の
入
居
者
は

30
～
40
歳
代
が
多
か
っ
た
の
で
、
同
時
に
進

行
す
る
高
齢
化
や
空
き
家
の
増
加
は
深
刻
な

問
題
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
再
開
発
は

重
要
で
あ
る
が
、
よ
り
深
刻
な
問
題
は
、
沿

線
全
体
の
居
住
者
の
高
齢
化
と
家
族
経
営
の

商
店
経
営
者
の
高
齢
化
で
あ
り
、
そ
の
事
象

の
沿
線
格
差
問
題
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
沿
線
別
に
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
時
系
列
推
移
を
み
る
と
そ
の
差
異
は
顕
著

で
あ
る
。
図

－

３
の
２
路
線
を
比
較
す
る

と
、
近
郊
（
山
手
線
か
ら
20
㎞
）
の
人
口
構

成
に
つ
い
て
は
若
年
層
と
高
齢
層
に
つ
い
て

差
が
あ
る
の
に
対
し
、
郊
外
（
20
㎞
以
遠
）

で
は
そ
の
差
は
小
さ
い
。
都
心
か
ら
西
側
の

■図-1 東京都の人口予測（国立社会保障・人口問題研究所）
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路
線
で
は
若
い
世
代
の
人
口
流
入
が
比
較
的

多
い
の
に
対
し
、
東
側
や
北
側
の
路
線
で
は

よ
り
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

図

－

4
は
転
入
量
と
転
出
量
の
差
の
沿
線

人
口
に
対
す
る
割
合
（
転
入
超
過
率
）
を
示

し
て
い
る
。
地
方
か
ら
の
転
入
が
都
心
、
西

側
、
東
側
・
北
側
の
順
で
多
い
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
他
路
線
か
ら
の
流
入
超
過
は
、
都

心
回
帰
に
よ
る
東
京
メ
ト
ロ
沿
線
を
除
く

と
、
東
武
東
上
線
・
伊
勢
崎
線
、
Ｊ
Ｒ
東
北

本
線
と
東
急
東
横
線
で
、
他
の
西
側
路
線
は

転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
図

－

5
は
、
横
軸
に
地
方
か
ら
東

京
へ
の
人
口
流
入
の
大
半
を
占
め
る
進
学
・

就
職
世
代
の
転
入
超
過
数
を
、
縦
軸
に
は
20

歳
代
以
降
の
転
入
超
過
数
を
示
し
て
い
る
。

縦
軸
で
マ
イ
ナ
ス
は
地
方
や
他
路
線
へ
の
転

出
が
多
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
右
下
へ

の
45
度
線
よ
り
上
に
あ
る
路
線
の
沿
線
で
は

地
方
出
身
者
が
定
着
し
て
い
る
と
解
釈
で
き

る
。
横
軸
の
数
値
に
縦
軸
の
数
値
を
加
減
す

れ
ば
、
各
沿
線
が
地
方
か
ら
受
け
入
れ
て
い

る
純
転
入
人
口
と
な
り
、
こ
れ
で
も
沿
線
格

差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
の
格
差
は
都
心
か
ら
の
距
離
圏

の
格
差
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
後
の
地
価
の
下
落
に
よ
る
都
心

回
帰
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
注
目
す
べ
き

居
住
地
選
択
の
変
化
が
あ
る
。
高
度
経
済
成

長
期
に
は
通
勤
圏
が
60
分
圏
を
超
え
て
広

が
っ
た
が
、
近
年
で
は
共
働
き
世
帯
の
増
加

に
よ
っ
て
、
特
に
小
学
生
以
下
の
子
供
を
持

つ
世
帯
で
は
30
分
圏
へ
の
居
住
志
向
が
高

ま
っ
た
。
こ
の
圏
域
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

多
く
供
給
さ
れ
た
結
果
、
地
価
が
高
騰
し
、

若
い
世
代
が
買
え
な
い
ほ
ど
価
格
が
上
昇
し

た
。
最
近
で
は
、
郊
外
部
の
駅
に
近
い
物
件

や
、
都
心
か
ら
東
側
や
北
側
の
路
線
沿
線
へ

の
人
口
流
入
傾
向
が
始
ま
っ
て
い
る
。
２
０

１
５
年
以
降
の
埼
玉
県
の
人
口
増
加
に
そ
の

影
響
が
見
て
取
れ
る
。

沿
線
イ
メ
ー
ジ
の
高
い
田
園
都
市
線
で

も
、
２
０
１
０
年
か
ら
5
年
間
で
、
都
心
に

加
え
て
、
小
田
急
や
京
王
沿
線
へ
も
人
口
が

流
出
し
て
お
り
、
一
方
で
田
園
都
市
線
沿
線

に
楽
天
と
グ
ー
グ
ル
の
本
社
誘
致
に
成
功

し
、
そ
の
社
員
の
居
住
が
進
ん
で
い
る
。

以
上
の
諸
現
象
は
、
沿
線
間
競
争
の
多
様

化
と
、
沿
線
経
営
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

鉄
道
会
社
に
と
っ
て
、
高
齢
化
は
旅
客
需

要
の
み
な
ら
ず
、
沿
線
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
影
響

す
る
た
め
そ
の
対
応
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

現
在
よ
り
人
口
が
多
い
期
間
は
今
後
、
東
京

都
で
30
年
以
上
、
東
京
圏
で
25
年
以
上
と
わ

れ
わ
れ
は
予
測
し
て
お
り
、
上
記
状
況
に
対

応
す
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
理
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

３
．
鉄
道
整
備
と
沿
線
経
営
の
課
題

〈
1
〉
東
京
の
鉄
道
神
話
の
終
焉

東
京
圏
の
鉄
道
網
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
、
鉄

道
中
心
の
都
市
開
発
は
、
世
界
中
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、
連
日
の
遅

れ
、
混
雑
、
老
朽
化
等
に
よ
る
各
種
故
障
な

ど
そ
の
劣
化
は
著
し
く
、
世
界
に
誇
れ
る
レ

ベ
ル
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京

の
都
市
鉄
道
網
は
概
成
し
た
と
い
う
認
識
、

人
口
が
減
少
す
る
か
ら
整
備
は
不
要
、
あ
る

い
は
不
可
能
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
し

ま
っ
た
。
東
京
の
人
口
予
測
の
誤
り
が
こ
の

誤
解
の
原
因
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
５
年
の

国
勢
調
査
を
受
け
て
よ
う
や
く
政
府
に
よ
る

人
口
予
測
が
見
直
さ
れ
、
今
後
人
口
増
加
は

続
き
、
２
０
５
０
年
頃
ま
で
東
京
都
の
人
口

は
現
在
以
上
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

混
雑
は
さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
す
の
に
対
し
て

ど
う
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

都
市
間
競
争
の
時
代
、
ア
ジ
ア
の
大
都
市

の
み
な
ら
ず
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
が
新
線
整
備
を
行
う
中
、
東
京

が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
い
い
は
ず
が

な
い
。
混
雑
率
の
高
い
路
線
や
遅
延
の
頻
発

す
る
路
線
へ
の
対
応
、
臨
海
部
と
都
心
や
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
品
川
駅
と
都
心
を
結
ぶ

地
下
鉄
整
備
、
老
朽
化
と
い
う
三
つ
の
課
題

へ
の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
施
設
面

で
の
遅
延
対
策
と
し
て
新
線
建
設
、
複
線
化

や
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
区
間
の
改

良
や
遅
れ
が
常
態
化
し
て
い
る
駅
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
増
設
、
折
り
返
し
設
備
の
増
設

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
乗
客
に
と
っ
て
の
容

量
不
足
の
深
刻
な
駅
も
多
く
見
ら
れ
対
応
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
従
来
の
混
雑
対
策
を
超
え
て
、

か
つ
て
小
田
急
だ
け
だ
っ
た
着
席
通
勤
電
車

を
各
社
が
導
入
し
、
沿
線
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

策
と
し
て
も
意
義
の
あ
る
着
席
電
車
を
ピ
ー

ク
時
に
何
本
入
れ
ら
れ
る
か
の
競
争
時
代
が

到
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
政
府
は
、
東
京
圏
で
の
住
宅

不
足
と
交
通
混
雑
と
い
う
社
会
的
課
題
に
対

応
し
て
、
国
鉄
や
地
下
鉄
、
民
鉄
に
対
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
先
導
し
、
市
街
地
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
き
た
。
民
鉄
に

■図-4 沿線別の人口に対する転入超過率（2010→2015）

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

Ｊ
Ｒ
総
武
線

東
武
野
田
線

京
成
本
線

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

東
武
伊
勢
崎
線

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

東
武
東
上
線

西
武
池
袋
線

西
武
新
宿
線

Ｊ
Ｒ
中
央
線

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線

京
王
本
線

小
田
急
小
田
原
線

東
急
田
園
都
市
線

東
急
東
横
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

0.8％0.8％
1.6％1.6％

0.7％0.7％

4.1％4.1％

1.6％1.6％

4.1％4.1％

0.2％0.2％0.3％0.3％
0.3％0.3％

-0.2％-0.2％

1.8％1.8％

0.6％0.6％
11％11％

1.6％1.6％

0.8％0.8％
0.2％0.2％

1.1％1.1％
0.7％0.7％

東京圏外から 他沿線から その他から

■図-5 路線別人口移動
20
代
後
半
以
降
の
転
入
超
過

進
学･

新
卒
期
の
地
方
か
ら
の
転
入
超
過

0.60

0.40

0.20

0.00

-0.20

-0.40

-0.60

-0.80

-1.00

-1.20

東武野田線東武野田線

東武伊勢崎線東武伊勢崎線

東京メトロ南北線東京メトロ南北線

東武東上線東武東上線

JR東北本線JR東北本線

JR常磐線JR常磐線 東京メトロ丸ノ内線東京メトロ丸ノ内線

東京メトロ東西線東京メトロ東西線
西武新宿線西武新宿線

東急田園都市線東急田園都市線

京成本線京成本線

西武池袋線西武池袋線

JR総武線JR総武線

東急東横線東急東横線 京王本線京王本線

JR中央線JR中央線

JR東海道線JR東海道線

小田急小田原線小田急小田原線

0.000.00 0.200.20 0.400.40 0.600.60 0.800.80 1.001.00 1.201.20 1.401.40 1.601.60 1.801.80 2.002.00

地方出身者が定着地方出身者が定着
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と
っ
て
は
、
Ｐ※

線
補
助
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄

道
等
補
助
制
度
や
第
３
セ
ク
タ
ー
補
助
、
相

互
直
通
、
運
賃
制
度
な
ど
の
鉄
道
政
策
と
と

も
に
、
区
画
整
理
事
業
、
都
市
再
開
発
事

業
、
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
都
市
整
備

政
策
、
公
的
住
宅
整
備
や
住
宅
金
融
な
ど
の

住
宅
政
策
も
直
接
間
接
の
支
援
と
な
っ
た
。

経
済
成
長
率
が
低
下
し
、
鉄
道
会
社
の
投
資

意
欲
が
減
退
し
た
後
も
、
特
々
制
度
、
開
発

利
益
還
元
制
度
、
宅
鉄
法
、
利
便
増
進
法
等

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
政
策
が
展
開

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
鉄
道
予
算

は
地
方
部
の
新
幹
線
の
み
に
集
中
さ
れ
、
都

市
鉄
道
予
算
は
往
年
の
３
分
の
１
以
下
に
減

少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
メ
ト

ロ
は
完
全
民
営
化
に
向
け
て
新
線
整
備
は
行

わ
せ
な
い
と
い
う
制
約
ま
で
課
さ
れ
て
い

る
。
東
京
の
鉄
道
会
社
の
収
益
性
ゆ
え
に
補

助
金
も
運
賃
改
定
も
不
必
要
だ
と
の
意
見
も

あ
る
が
、
必
要
な
投
資
額
は
収
益
に
比
し
て

あ
ま
り
に
巨
大
で
あ
り
、
し
か
も
海
外
の
株

主
比
率
が
高
い
中
で
株
価
に
影
響
す
る
投
資

を
躊
躇
す
る
民
鉄
に
対
し
、
新
た
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
政
策
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。
中

国
や
ア
ジ
ア
の
台
頭
で
東
京
が
厳
し
い
国
際

競
争
時
代
を
迎
え
て
い
る
時
に
、
そ
の
混
雑

や
遅
延
、
老
朽
化
な
ど
東
京
の
弱
点
と
な
り

つ
つ
あ
る
都
市
鉄
道
に
対
す
る
新
た
な
政
策

展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
２
〉
沿
線
経
営
の
要
点

高
齢
化
に
対
し
て
世
代
ミ
ッ
ク
ス
型
人
口

構
成
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
第
１
は
、

既
に
多
く
の
鉄
道
会
社
が
自
治
体
と
協
力
し

て
実
施
し
て
い
る
若
年
層
の
誘
致
策
で
あ

る
。
自
治
体
に
よ
る
子
供
手
当
て
や
医
療
費

支
援
、
鉄
道
会
社
と
の
協
力
な
ど
に
よ
る
保

育
園
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
子
育
て

世
代
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
各
世
代
の
顧
客
を
意

識
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
商
業
施
設
の
展
開
、

有
名
校
の
誘
致
や
若
者
の
来
街
で
街
を
活
性

化
さ
せ
る
大
学
の
立
地
、
文
化
施
設
、
病

院
、
介
護
な
ど
高
齢
者
対
応
施
設
な
ど
な
ど

魅
力
的
な
生
活
環
境
づ
く
り
で
あ
る
。

第
２
に
、
沿
線
の
高
齢
化
へ
の
対
策
は
、

既
存
住
宅
の
住
み
替
え
の
促
進
策
で
あ
り
、

特
に
、
若
い
世
代
を
呼
び
込
む
有
効
な
方
策

は
再
開
発
に
よ
る
新
た
な
住
宅
供
給
で
あ

る
。
高
齢
者
の
都
心
、
駅
近
辺
な
ど
へ
の
利

便
性
を
求
め
て
の
転
居
と
高
齢
者
住
宅
へ
の

移
住
な
ど
へ
の
対
応
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
る

空
き
家
の
販
売
促
進
も
重
要
で
あ
る
。
団
地

の
再
開
発
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
商
店

街
に
つ
い
て
も
、
高
齢
経
営
者
の
廃
業
に
よ

る
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
店
舗

の
流
動
化
と
再
開
発
に
よ
る
新
た
な
商
店
等

の
誘
致
が
必
要
と
な
る
。
住
宅
地
も
商
業
地

も
若
返
り
の
た
め
に
は
、
ま
ち
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

第
３
に
、
各
駅
周
辺
に
立
地
す
る
食
料
品

な
ど
の
日
用
品
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
は

別
に
、
一
定
距
離
間
隔
の
駅
周
辺
で
の
拠
点

的
商
業
集
積
が
沿
線
の
魅
力
要
因
と
な
る
。

か
つ
て
は
山
手
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
郊
外
の

拠
点
的
集
積
が
沿
線
の
魅
力
を
高
め
て
き
た

例
は
吉
祥
寺
、
二
子
玉
川
、
津
田
沼
な
ど
数

多
い
。
藤
沢
と
辻
堂
、
平
塚
の
最
近
の
動
向

も
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
下
北
沢
、
自
由

が
丘
駅
周
辺
な
ど
個
性
豊
か
で
は
あ
る
が
拠

点
商
業
地
と
し
て
は
向
上
の
余
地
が
あ
る
ま

ち
、
町
田
や
高
田
馬
場
な
ど
商
業
集
積
は
あ

る
が
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
が
期
待
で
き
る
ま

ち
、
駅
前
広
場
整
備
と
商
業
集
積
は
な
さ
れ

た
が
個
性
に
欠
け
る
ま
ち
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
土
曜
・
日
曜
の
商
圏
人
口
を
集
め
、

平
日
も
そ
れ
な
り
の
賑
わ
い
の
あ
る
沿
線
商

業
拠
点
に
魅
力
的
な
飲
食
店
も
集
積
し
て
通

勤
帰
り
の
客
の
途
中
下
車
も
多
い
駅
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
戦
略
に
は
沿
線
の

人
々
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
る
か
を

把
握
し
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
４
に
、
道
路
や
広
場
空
間
、
建
築
物
、

街
路
樹
な
ど
の
景
観
形
成
が
重
要
で
あ
り
、

駅
と
周
辺
の
公
共
空
間
、
そ
し
て
建
物
、
商

店
な
ど
の
設
計
に
よ
り
、
駅
周
辺
の
個
性
と

魅
力
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
努
力
の
差
異
が

顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

第
５
に
、
前
節
で
述
べ
た
鉄
道
施
設
の
整

備
は
空
間
的
制
約
か
ら
周
辺
開
発
と
あ
わ
せ

て
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
く
、
そ

れ
に
あ
わ
せ
た
都
市
開
発
事
業
や
費
用
負
担

の
あ
り
方
に
も
工
夫
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
虎

ノ
門
新
駅
の
事
業
ス
キ
ー
ム
は
そ
の
典
型
例

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
多
様
で
あ
り
、
費
用
の

大
き
さ
、
資
本
回
収
期
間
の
長
さ
、
個
々
の

事
業
の
リ
ス
ク
な
ど
難
し
い
課
題
も
多
い

が
、
良
好
な
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
と
沿
線
の
魅
力

が
相
ま
っ
て
鉄
道
会
社
と
沿
線
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
展
開
に
有
利
に
働
く
こ
と
か
ら
、
長
期

的
視
点
で
の
意
義
を
重
視
し
て
、
早
急
な
取

り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で
、
鉄
道
経

営
者
に
と
っ
て
、
①
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

と
、
②
鉄
道
以
外
の
事
業
展
開
に
加
え
、
③

沿
線
経
営
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
来
か
ら
鉄
道
旅
客
の

獲
得
と
関
連
事
業
収
入
と
い
う
観
点
で
取
り

組
ま
れ
て
き
た
沿
線
経
営
で
あ
る
が
、
今
後

は
若
年
世
代
や
沿
線
企
業
の
獲
得
競
争
、
そ

の
た
め
の
沿
線
の
魅
力
向
上
が
よ
り
大
き
な

課
題
と
な
り
、
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、

鉄
道
以
外
の
事
業
も
沿
線
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
手
段
と
し
て
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
つ

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
日
本
の
沿
線
開
発
も
含
め
た
民
鉄

経
営
が
Ｔ
Ｏ
Ｄ
の
お
手
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
で

評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
鉄
道
会
社
に

と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
ア
ジ

ア
で
の
事
業
展
開
は
新
た
な
挑
戦
意
識
を
持

つ
社
内
の
人
材
の
養
成
に
も
有
意
義
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
図
は
、
運
輸
総
合
研
究

所
で
実
施
し
て
い
る
〝
東
京
圏
の
都
市
鉄
道

に
関
す
る
研
究
〟
の
成
果
物
で
あ
り
、
知
見

の
多
く
は
そ
こ
で
の
議
論
で
得
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
調
査
研
究
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
京
メ
ト
ロ
、
東
急
、

小
田
急
、
西
武
、
東
武
の
各
社
、
な
ら
び
に

研
究
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
謝
意

を
表
し
た
い
。
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TOP INTERVIEW

特
集
：
複
々
線
化
事
業
と
“
選
ば
れ
る
ま
ち
”
づ
く
り

［
沿
線
エ
リ
ア
の
価
値
創
造 

小
田
急
電
鉄
の
取
り
組
み
］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

２
０
１
９
年
３
月
、
構
想
か
ら
半
世
紀
、
工
事
着
工
か
ら
約
30
年
の
年
月
を
経
て
、

小
田
急
小
田
原
線
の
複
々
線
化
事
業
が
完
了
を
迎
え
た
。

輸
送
力
増
強
に
よ
る
混
雑
緩
和
と
所
要
時
間
の
短
縮
を
目
的
と
す
る

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
事
業
の
完
了
に
よ
り
、

小
田
急
電
鉄
が
目
指
し
た
「
輸
送
環
境
の
抜
本
的
な
改
善
」
が
実
現
し
た
。

複
々
線
化
に
よ
る
「
速
達
性
」
と
「
快
適
性
」
を
原
動
力
に
、

沿
線
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

鉄
道
輸
送
に
お
け
る
新
た
な
需
要
喚
起
に
向
け
、
施
策
を
展
開
す
る
。

沿
線
へ
の
人
口
誘
致
、
定
住
促
進
、
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

新
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
な
ど
に
よ
る
観
光
需
要
の
創
出
―
―

星
野
晃
司
取
締
役
社
長
に
、「
こ
れ
か
ら
の
小
田
急
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

複
々
線
を
ス
タ
ー
ト
に

「
選
ば
れ
る
沿
線
」へ
と

魅
力
を
高
め
る

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社 

取
締
役
社
長

星
野
晃
司

K
ouji H

O
SH

IN
O



新
し
い
小
田
急
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

―
―
一
大
事
業
で
あ
っ
た
複
々
線
化
事
業
が

今
年
３
月
で
完
了
し
ま
し
た
。
今
、
ど
の
よ

う
な
思
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

星
野　

構
想
か
ら
50
年
、
工
事
着
工
か
ら
30

年
と
い
う
他
に
例
を
見
な
い
長
い
年
月
を
か

け
た
事
業
で
、
当
社
に
と
っ
て
は
先
輩
方
の

時
代
か
ら
心
血
を
注
い
で
き
た
積
年
の
夢
で

あ
り
悲
願
で
し
た
か
ら
、
よ
う
や
く
完
成
を

迎
え
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
至
る
ま
で
に
は
、
国
土
交
通
省
や
東
京
都
、

世
田
谷
区
、
渋
谷
区
な
ど
行
政
の
方
々
、
沿

線
の
住
民
の
方
々
、
そ
し
て
工
事
の
協
力
会

社
を
含
め
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
皆
さ
ま
の
思
い
と
ご
尽
力

に
よ
っ
て
事
業
が
成
立
し
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

複
々
線
の
完
成
は
、
新
し
い
小
田
急
の
ス

タ
ー
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
便
利
に
な
っ

て
良
か
っ
た
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
々
線
の

効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
安
全
・
安

心
・
安
定
性
と
い
う
鉄
道
の
使
命
に
加
え
、

ど
の
よ
う
な
付
加
価
値
を
上
積
み
し
て
い
け

る
か
。
こ
れ
か
ら
の
鉄
道
や
グ
ル
ー
プ
の
事

業
の
あ
り
方
を
大
き
な
テ
ー
マ
に
据
え
て
、

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
実

践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
２
０
１
８
年
３
月
に
は
新
ダ
イ
ヤ
で
の

運
行
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

星
野　

代
々
木
上
原

－

登
戸
間
の
複
々
線
の

全
面
供
用
開
始
に
伴
い
、
新
し
い
ダ
イ
ヤ
で

の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
新
ダ
イ
ヤ
は

「
よ
り
快
適
に
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
速
達
性
と
快
適
性
の
向
上

を
追
求
し
、
そ
の
基
盤
と
し
て
列
車
を
大
幅

に
増
発
し
ま
し
た
。
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク

時
の
運
行
本
数
は
１
時
間
に
27
本
か
ら
36
本

に
増
や
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
東
京
メ
ト

ロ
千
代
田
線
へ
の
直
通
列
車
が
、
増
発
し
た

９
本
の
う
ち
７
本
を
占
め
て
お
り
、
当
社
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
新
宿
に
加
え
、
都
心
部

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

新
宿
と
大
手
町
、
二
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に

乗
り
換
え
な
し
で
快
適
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

従
前
は
「
小
田
急
は
混
ん
で
い
て
遅
い
」

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
列
車
本
数
を
増
や

し
、
お
客
さ
ま
の
乗
車
を
分
散
さ
せ
る
こ
と

で
混
雑
緩
和
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。
朝
の

通
勤
時
間
帯
に
増
発
し
た
一
般
列
車
は
、
主

に
快
速
急
行
、
通
勤
急
行
、
通
勤
準
急
、
各

駅
停
車
の
四
つ
の
種
別
で
運
行
し
ま
す
が
、

通
勤
特
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
「
モ
ー
ニ
ン
グ

ウ
ェ
イ
」
も
７
本
か
ら
11
本
に
増
や
し
ま
し

た
。
通
勤
時
間
を
短
縮
し
た
い
方
は
快
速
急

行
等
を
利
用
し
、
座
っ
て
通
勤
し
た
い
方
は

各
駅
停
車
を
利
用
す
る
。
あ
る
い
は
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
で
ゆ
っ
た
り
座
っ
て
短
時
間
で
到
着

す
る
と
い
う
よ
う
に
、
お
客
さ
ま
の
選
択
の

幅
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

集
客
フ
ッ
ク
駅
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

―
―
複
々
線
化
事
業
の
構
想
時
と
完
成
し
た

現
在
と
で
は
、
社
会
や
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

星
野　

複
々
線
化
は
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
抜

本
的
な
改
善
策
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
、
輸
送
力
増
強
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
東
京
都
の
連
続
立
体
交
差
事

業
と
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交

通
渋
滞
を
緩
和
し
、
鉄
道
に
よ
っ
て
隔
て
ら

れ
て
い
た
市
街
地
の
一
体
化
や
駅
周
辺
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
混
雑
緩
和
に
向
け
た
こ
の
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
中
、
都
市
鉄
道
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
時
代
が
到
来
し
、
現

在
は
、
働
き
方
改
革
や
そ
れ
に
連
な
る
通
勤

改
革
と
い
う
社
会
の
流
れ
も
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
鉄
道
に
対
す
る
価
値
観
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
現
在
、
私
た
ち
が
重
視
す

る
の
も
「
大
量
輸
送
」
か
ら
、
お
客
さ
ま
に

安
全
・
安
心
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
い
う
基
本
原
則
を
貫
き
つ
つ
、「
い
か
に

快
適
に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
移
動
い
た
だ
く

か
」、
速
達
性
と
快
適
性
の
追
求
に
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
通
勤
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
複
々
線
化
の
一
番
の

効
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
の
時
代
に
あ
っ
て
、
通

勤
・
通
学
需
要
の
縮
小
が
確
実
視
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
社
線
を
ご
利
用
に
な
る
お
客
さ

ま
の
構
成
に
も
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
や
学
生
な

ど
の
定
期
利
用
が
中
心
で
し
た
が
、
高
齢
者

や
若
い
お
母
さ
ん
方
な
ど
、
昼
間
の
時
間
帯

に
鉄
道
を
使
っ
て
移
動
さ
れ
る
定
期
外
利
用

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々
に
駅
や

鉄
道
を
さ
ら
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

お
客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
、
沿
線
の
魅
力
を
高
め
、「
過
ご
し
や

す
い
、
暮
ら
し
や
す
い
」
と
思
わ
れ
る
沿
線

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

通
常
、
都
心
部
か
ら
郊
外
に
延
び
る
路
線

で
は
、
観
光
地
で
は
な
い
限
り
、
都
心
部
か

ら
離
れ
る
に
つ
れ
、
駅
の
乗
降
人
員
が
減
っ

て
い
き
ま
す
が
、
当
社
線
は
新
宿
、
小
田

原
、
藤
沢
・
片
瀬
江
ノ
島
と
い
う
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
間
に
乗
降
10
万
人
以
上
の
駅
が
11
も
点

在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
民
鉄
に
は
な

か
な
か
な
い
、
当
社
線
の
大
き
な
特
徴
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
11
の
駅
間
を
移
動
す
る

お
客
さ
ま
も
大
変
多
い
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
同

様
に
、
こ
れ
ら
中
核
と
な
る
駅
を
活
性
化
し

て
、
短
距
離
・
中
距
離
を
移
動
す
る
方
た
ち

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
駅
に
し
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

複
々
線
の
効
果
を
お
客
さ
ま
の
移
動
に
最
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大
限
に
発
揮
す
る
一
方
で
、
中
核
駅
や
周
辺

を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

の
両
面
で
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
社
が

目
標
と
し
て
掲
げ
る
「
日
本
一
暮
ら
し
や
す

い
沿
線
」
に
近
づ
い
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
中
核
的
な
拠
点
で
は
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

星
野　

沿
線
で
中
核
と
な
る
駅
を
「
集
客

フ
ッ
ク
駅
」
と
位
置
付
け
、「
職
、
住
、
商
、

学
・
遊
」
の
生
活
シ
ー
ン
に
貢
献
す
る
施
策

を
通
じ
て
、
沿
線
エ
リ
ア
へ
の
集
客
に
寄
与

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

例
え
ば
下
北
沢
地
区
は
、
鉄
道
の
地
下
化

に
よ
り
生
ま
れ
た
上
部
空
間
に
楽
し
く
散
策

で
き
る
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
整
備
し
、
個
性
的

な
施
設
を
多
数
配
置
す
る
こ
と
で
、
下
北
沢

な
ら
で
は
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
要
素
に

新
た
な
魅
力
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
百
合
ヶ
丘
は
、
高
級
住
宅
街
と
い
う
一

面
に
加
え
、
昭
和
音
楽
大
学
や
日
本
映
画
大

学
な
ど
が
あ
り
、
文
化
や
芸
術
に
親
和
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
特
性
を
活
か

し
、
ま
ち
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

た
め
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
団
体
を
立
ち
上
げ
、
年
間
を
通
じ
て

マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
新
宿
か
ら
小
田
原
ま
で
の
ほ
ぼ
中

間
地
点
に
あ
る
海
老
名
で
は
、
大
規
模
開
発

計
画
「V

iNA
 GA

RD
EN

S

」
を
進
め
て
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
度
の
完
成
予
定
で
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
棟
、
ホ
テ

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
な
ど
が
集
積
す
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
つ
く
る
計
画
で
す
。

集
客
フ
ッ
ク
駅
以
外
の
駅
は
、「
く
ら
し

の
拠
点
駅
」
と
位
置
付
け
、
住
民
の
方
々
が

生
活
し
や
す
い
駅
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

沿
線
へ
の
愛
着
に
つ
な
が
る
地
域
の
特
徴

を
活
か
し
た
駅
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

江
の
島
の
玄
関
口
で
あ
る
片
瀬
江
ノ
島
駅
で

は
、
駅
舎
の
改
良
工
事
に
着
手
し
、
２
０
２ 

０
年
に
本
格
的
な
龍
宮
づ
く
り
の
駅
を
完
成

さ
せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、「
サ
ン
リ
オ

ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
」
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
小

田
急
多
摩
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ン
リ
オ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
装
飾
を
、「
川
崎
市 

藤

子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
最
寄

り
駅
で
あ
る
登
戸
駅
で
は
、「
ド
ラ
え
も
ん
」

に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
装
飾
を
展
開
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
読
売
交
響
楽
団
の
練
習
施
設
が
あ

る
黒
川
駅
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
Ｂ
Ｇ

Ｍ
に
流
し
、
お
客
さ
ま
に
も
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
合
っ
た
、
ま
ち
の
顔

と
な
る
駅
を
開
発
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

私
の
考
え
で
す
。
色
合
い
が
異
な
り
な
が
ら

も
魅
力
的
な
個
性
を
持
つ
ま
ち
が
沿
線
に
い

く
つ
も
で
き
て
い
く
こ
と
で
、
沿
線
の
価
値

が
一
層
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

―
―
多
く
の
人
々
に
訪
れ
て
も
ら
う
に
は
、

駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
も
含
め
て
、
誰
で
も
利

用
し
や
す
い
鉄
道
に
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

に
な
り
ま
す
ね
。

星
野　

え
え
、
そ
の
た
め
に
は
、
自
宅
か
ら

駅
ま
で
の
移
動
を
よ
り
便
利
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
近
年
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

（M
obility-as-a-Service

）
と
い
う
言
葉
を

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本

語
に
置
き
換
え
る
と
「
移
動
の
サ
ー
ビ
ス

化
」
で
す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
鉄
道
以
外
に
も

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
手

段
を
有
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
外
部
パ
ー
ト

ナ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
こ
れ
ら
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
連
動
さ
せ
て
、
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
実

現
に
向
け
て
、
町
田
や
新
百
合
ヶ
丘
、
箱
根

で
実
証
実
験
を
行
う
予
定
も
あ
り
、
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
沿

線
に
お
け
る
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の
取
り
組
み

―
―
観
光
利
用
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

星
野　

代
表
的
な
観
光
地
と
し
て
は
箱
根
、

江
の
島
、
大
山
な
ど
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
全

体
で
沿
線
の
観
光
エ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
魅
力

創
造
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
箱
根
エ
リ
ア
で
は
、
乗
り
物
の
新
造
や

駅
舎
の
改
良
な
ど
、
総
額
１
０
０
億
円
規
模

の
投
資
が
進
ん
で
お
り
、
４
月
に
は
目
玉
と

な
る
新
型
海
賊
船
が
就
航
し
ま
す
。「
世
界

に
誇
る
観
光
地 

箱
根
」
の
実
現
に
向
け
て
、

国
内
外
の
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
な
ど
に
よ
っ
て
、
余

暇
の
健
康
的
な
過
ご
し
方
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
社
線
の
場
合
、
例
え
ば
海
老
名

に
お
住
ま
い
で
あ
れ
ば
、
仕
事
で
は
都
心
部

に
快
適
・
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
通
勤
で
き
、
休

み
の
日
に
は
気
軽
に
箱
根
や
江
の
島
、
大
山

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
来
、
非
日
常

で
あ
っ
た
「
観
光
」
を
日
常
使
い
で
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
複
々
線
の
完
成
に
よ
っ

て
目
的
地
ま
で
の
所
要
時
間
が
短
く
な
り
、
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こ
れ
ま
で
以
上
に
当
社
線
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
優
位
性
が
増
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
小
田
急
沿
線
の
観
光
地
は
訪
日
外
国
人

旅
行
者
に
も
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

星
野　

箱
根
や
江
の
島
な
ど
は
外
国
人
旅
行

者
が
と
て
も
多
い
で
す
し
、
そ
の
ほ
か
下
北

沢
な
ど
の
沿
線
エ
リ
ア
も
大
変
人
気
が
あ
り

ま
す
。

当
社
で
は
早
く
か
ら
訪
日
外
国
人
旅
行
者

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
観
光
事

業
は
、
大
き
な
事
業
の
柱
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
小
田
急
旅
行
セ

ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
に
加
え
、
２
０
１
６
年

９
月
に
開
設
し
た
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所

に
続
き
、
昨
年
２
月
に
は
パ
リ
に
も
駐
在
員

事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
駐
在
員
事
務
所

を
拠
点
に
、
ア
ジ
ア
圏
、
欧
州
圏
か
ら
の
訪

日
誘
致
に
向
け
、
当
社
線
エ
リ
ア
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
す
し
、
翌
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
控
え
て
い
ま

す
。
こ
の
好
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
当
社
グ

ル
ー
プ
で
は
ホ
テ
ル
の
積
極
的
な
出
店
を
進

め
て
お
り
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
２
０
２
０

年
度
ま
で
の
５
年
間
に
、
15
店
舗
の
ホ
テ
ル

を
開
業
す
る
計
画
で
す
。
特
徴
あ
る
ホ
テ
ル

の
出
店
で
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

さ
ら
な
る
事
業
成
長
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
型
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
も
登
場

―
―
昨
年
は
新
し
い
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
も
登
場

し
ま
し
た
。

星
野　

２
０
１
８
年
３
月
に
７
０
０
０
０
形

（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
）
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
建
築

家
の
岡
部
憲
明
先
生
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

シ
ャ
ー
プ
で
居
住
性
を
重
視
し
た
、
い
わ
ゆ

る
「
カ
ッ
コ
い
い
」
次
世
代
型
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
で
、
私
も
個
人
的
に
非
常
に
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。
車
体
色
は
バ
ラ
の
色
を
基
調
と

し
た
ロ
ー
ズ
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
で
、
側
面
に
は

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
伝
統
色
で
あ
る
バ
ー
ミ
リ

オ
ン
オ
レ
ン
ジ
の
帯
を
あ
し
ら
っ
て
い
ま
す
。

最
大
の
特
徴
は
車
内
か
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
眺
望
で
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
象
徴
で
あ

る
展
望
席
だ
け
で
は
な
く
、
高
さ
1
ｍ
の
連

続
窓
を
採
用
し
て
、
ど
の
座
席
か
ら
で
も
沿

線
の
風
景
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
箱
根
観
光
を
主
体
と
し
な
が

ら
、
通
勤
特
急
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
も

大
き
な
特
徴
で
、
４
０
０
席
の
座
席
数
を
確

保
し
ま
し
た
。
観
光
利
用
を
目
的
と
し
た

５
０
０
０
０
形
（
Ｖ
Ｓ
Ｅ
）
よ
り
40
席
以
上

増
や
し
な
が
ら
も
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
置
き
場

や
座
席
ご
と
に
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
等
を
完
備

し
、
居
住
空
間
と
し
て
の
機
能
性
を
高
め
て

い
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
Ｅ
は
小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

の
レ
ガ
シ
ー
を
継
続
し
つ
つ
、
先
進
性
を

持
っ
た
新
し
い
時
代
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
す
。

―
―
２
０
２
１
年
春
に
は
海
老
名
に
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
業
予
定
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
博
物
館
に
な
る
の
で
す
か
。

星
野　

多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
る
ロ

マ
ン
ス
カ
ー
は
小
田
急
の
大
き
な
財
産
で

す
。
歴
代
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
を
中
心
に
車
両
を

展
示
し
て
、
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

車
両
の
展
示
以
外
に
も
、
沿
線
の
風
景
を

模
し
た
ジ
オ
ラ
マ
や
電
車
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
な
ど
、
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
発
想
力
や
創
造

力
を
育
む
、
遊
び
な
が
ら
も
学
び
の
あ
る
場

に
し
た
い
。
そ
し
て
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
大
人
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
鉄
道

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
業
予

定
地
は
海
老
名
駅
に
隣
接
し
、
す
ぐ
近
く
に

は
鉄
道
の
重
要
拠
点
・
海
老
名
電
車
基
地
も

あ
り
ま
す
。
大
規
模
開
発
で
新
し
く
誕
生
す

る
街
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
担

い
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
く
れ
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　

職
場
環
境
を
変
革
し
て
未
来
を
創
造
す
る

―
―
複
々
線
化
事
業
が
完
了
し
て
、
今
が
新

た
な
ス
タ
ー
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

社
員
の
方
々
に
は
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

星
野　

新
し
い
取
り
組
み
を
創
造
し
、
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
な
い
社
員
同
士
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
行
動
力
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
中
期
経
営
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
経
営
陣
が

合
宿
を
し
て
話
し
合
い
、
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
位
の
社
員
が
参
画
し
、

「
お
客
さ
ま
や
社
会
に
ど
の
よ
う
な

価
値
を
提
供
し
て
い
き
た
い
か
」

「
そ
の
た
め
に
自
ら
が
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ

り
た
い
か
」

－－－

対
話
を
行
い
、
皆
で
自
分

た
ち
の
未
来
を
考
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。「
未
来
創
造
会
議
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
社
員
に
は
主
体
的
に
参
画
し
、

活
発
に
意
見
交
換
を
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
会
議
か
ら
生
ま

れ
た
試
み
と
し
て
、
社
員
に
よ
る
事
業
ア
イ

デ
ア
公
募
制
度
「clim

bers

」
を
開
始
し
ま

し
た
。
初
年
度
は
約
１
０
０
件
の
ア
イ
デ
ア

が
集
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
で
き
る
限
り

経
営
に
活
か
す
こ
と
で
、
社
員
全
員
が
未
来

志
向
で
考
え
る
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

当
社
の
働
き
方
改
革
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
い
き
い
き
・
わ
く
わ
く
」
で
す
。
そ
こ
に

は
社
員
一
人
ひ
と
り
が
「
い
き
い
き
・
わ
く

わ
く
」
し
な
が
ら
、
お
客
さ
ま
に
「
い
き
い

き
・
わ
く
わ
く
」
を
お
届
け
し
て
い
こ
う
と

い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
員
一
人
ひ
と
り
の
主
体
性
と
創
造
性
、

そ
し
て
果
敢
に
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
情
熱

を
力
に
、
複
々
線
完
成
の
そ
の
先
の
沿
線
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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向
ヶ
丘
遊
園

登

　戸

和
泉
多
摩
川

狛

　江

喜
多
見

成
城
学
園
前

祖
師
ヶ
谷
大
蔵

千
歳
船
橋

経

　堂

豪
徳
寺

梅
ヶ
丘

世
田
谷
代
田

下
北
沢

千
代
田
線

千
代
田
線

東
北
沢

代
々
木
上
原

新
宿

連続立体交差事業および　複々線化事業区間 10.4㎞

狛江地区2.4㎞狛江地区2.4㎞ 世田谷地区　6.4㎞世田谷地区　6.4㎞ 下北沢地区1.6㎞下北沢地区1.6㎞

複々線化区間 11.7㎞（2018年３月完成）2009 年３月 完成（小田急電鉄単独施工）
※登戸－向ヶ丘遊園間は３線化

1978 年３月完成1978 年３月完成

　1978 年３月、東京メトロ千代田線との相
互直通運転開始に伴い、2 面４線の高架駅
となった代々木上原駅から東北沢駅までの
0.7㎞を小田急電鉄初の複々線区間として供
用を開始した。
　また 2009 年 3 月には、多摩川橋梁の複々
線化および登戸－向ヶ丘遊園間の３線化が
完成。2018 年３月には、和泉多摩川－登戸
間の複々線化が完成した。

1964 年 12 月　都市計画決定
2003 年   1 月　都市計画変更決定
	 （区間内の複々線化を2線2層の地下式構造とする）
2004 年   3 月　事業認可
2004 年   9 月　工事着手
2013 年   3 月　在来線地下化（9カ所の踏切を廃止）
2018 年   3 月　複々線完成
2018 年   3 月　代々木上原－登戸間の複々線の全面使用開始に伴い、
	 新ダイヤでの運行を開始
2019 年   3 月　事業完了

※東北沢－和泉多摩川間 10.4㎞

東北沢－下北沢間

事業後

事業前

下北沢地区（東北沢－世田谷代田間）地下式　1.6㎞ 当該事業区間※以外の
複々線化区間

写真提供◉小田急電鉄株式会社

特集：複々線化事業と“選ばれるまち”づくり
［沿線エリアの価値創造 小田急電鉄の取り組み］

小田急小田原線
複々線化50年のあゆみ
東京都の連続立体交差事業と一体的に進められた小田急小田原線の複々線化事業
は、東京圏における都市鉄道整備プロジェクトの中でも、最も長期、かつ大規模に
行われた事業の一つである。構想から半世紀、工事着工からおよそ30年の年月を
費やして、同事業は2019年 3月、完了を迎えた。



複
々
線
化
に
よ
り
輸
送
力
を
増
強

小
田
急
小
田
原
線
の
複
々
線
化
の
歴

史
は
、
お
よ
そ
50
年
前
に
遡
る
。
１
９ 

６
４
年
12
月
、
都
市
高
速
鉄
道
第
９
号

線
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
現
在
の
東

京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
と
の
相
互
直
通
を

前
提
と
し
た
代
々
木
上
原
駅

－

喜
多
見

駅
間
の
複
々
線
化
が
決
定
し
た
。
そ
の

後
、
１
９
８
５
年
に
喜
多
見
駅

－

和
泉

多
摩
川
駅
間
の
連
続
立
体
交
差
化
お
よ

び
複
々
線
化
が
決
定
し
た
。

事
業
区
間
は
東
京
都
内
の
東
北
沢

－

和
泉
多
摩
川
間
10
・
４
ｋｍ
。
事
業
化
の

目
途
が
た
っ
た
狛
江
地
区
か
ら
工
事
を

開
始
し
、
次
い
で
世
田
谷
地
区
、
下
北

沢
地
区
と
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

な
お
、
小
田
急
電
鉄
の
複
々
線
化
は
、

沿
線
人
口
の
急
増
を
受
け
、
上
り
線
２

線
・
下
り
線
２
線
の
複
々
線
と
す
る
こ

と
で
輸
送
力
増
強
を
図
る
も
の
で
あ

り
、
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
鉄
道
ま

た
は
道
路
を
立
体
化
す
る
こ
と
で
踏
切

を
無
く
す
東
京
都
の
都
市
計
画
事
業
で

あ
る
。
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向
ヶ
丘
遊
園

登

　戸

和
泉
多
摩
川

狛
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谷
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豪
徳
寺

梅
ヶ
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世
田
谷
代
田

下
北
沢

千
代
田
線

千
代
田
線

東
北
沢

代
々
木
上
原

新
宿

連続立体交差事業および　複々線化事業区間 10.4㎞

狛江地区2.4㎞狛江地区2.4㎞ 世田谷地区　6.4㎞世田谷地区　6.4㎞ 下北沢地区1.6㎞下北沢地区1.6㎞

複々線化区間 11.7㎞ （2018年３月完成）2009 年３月 完成（小田急電鉄単独施工）
※登戸－向ヶ丘遊園間は３線化

1978 年３月完成1978 年３月完成

1985 年 3 月　都市計画決定
1986 年 6 月　事業認可
1989 年 7 月　工事着手
1995 年 3 月　立体化完成（13カ所の踏切を廃止）
1997 年 6 月　複々線完成・ダイヤ改正

1964 年 12 月　都市計画決定
1993 年   2 月　都市計画変更決定
	 （成城学園前駅付近を地上線から地下線とする）
1994 年   6 月　事業認可
1994 年 12 月　工事着手
2002 年 12 月　立体化完成（17カ所の踏切を廃止）
2004 年 11 月　複々線完成
2004 年 12 月　ダイヤ改正

狛江駅付近 喜多見－狛江間

旧経堂５号踏切 経堂－千歳船橋間

事業前

狛江地区（喜多見－和泉多摩川間）高架式　2.4㎞

事業前

事業前

事業後

事業後

事業後事業後

世田谷地区（世田谷代田－喜多見間）高架式　6.4㎞

事業前
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東京圏において最も長期かつ大規模な
都市鉄道整備プロジェクトであった小田急小田原線の複々線化事業は、
事業区間10. ４㎞のうち狛江地区・世田谷地区・下北沢地区の順に着工・完成し、
2018年３月に全区間の供用を開始、2019年３月に事業完了を迎えた。
全区間の供用開始と同時に実施したダイヤ改正では、
複々線の効果が最大限に発揮され、
混雑率の緩和や所要時間の短縮など、輸送環境が大きく改善されている。
都市計画決定から50年、工事着工から約30年間の一大事業が、
何をもたらし、何を変えたのか。
供用開始から1年を経て顕著になってきた複々線効果を検証する。

複々線化完成と
輸送環境の改善

REPORT. I
特集：複々線化事業と“選ばれるまち”づくり

［沿線エリアの価値創造 小田急電鉄の取り組み］



輸
送
力
増
強
を
目
的
に
50
年
前
に
構
想

小
田
急
電
鉄
は
１
９
２
７
年
に
新
宿

－

小

田
原
間
で
小
田
原
線
を
開
業
し
、
２
年
後
に

江
ノ
島
線
（
相
模
大
野

－

片
瀬
江
ノ
島
間
）

を
開
業
。
戦
時
中
は
東
京
急
行
電
鉄
に
合

併
・
改
称
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
４
８
年
に

新
生
・
小
田
急
電
鉄
が
設
立
さ
れ
た
。
１
９ 

５
０
年
時
点
で
の
輸
送
人
員
は
１
日
平
均
で

約
22
万
人
。
世
田
谷
地
区
な
ど
近
郊
区
間
か

ら
都
心
部
へ
の
通
勤
輸
送
と
、
箱
根
や
江
の

島
へ
の
観
光
輸
送
が
主
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
沿
線
で
は
町
田
や
相
模
原
な
ど

が
住
宅
都
市
と
し
て
開
発
さ
れ
、
沿
線
人
口

の
増
加
と
と
も
に
、
通
勤
の
長
距
離
化
が
急

速
に
進
ん
だ
。
輸
送
人
員
も
飛
躍
的
に
増
加

し
、
１
９
６
０
年
ま
で
の
10
年
間
で
輸
送
人

員
は
２
・
２
倍
、
１
９
７
０
年
に
は
さ
ら
に

そ
の
２
・
３
倍
に
増
え
て
い
っ
た
。

増
え
続
け
る
輸
送
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
小
田
急
電
鉄
は
列
車
の
運
行
本
数
の
増

加
、
大
型
車
両
の
導
入
や
長
編
成
化
な
ど
の

施
策
を
実
施
し
た
。
長
編
成
化
に
際
し
て

は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
宿
駅
を
地
上
・
地
下

の
２
層
ホ
ー
ム
と
す
る
改
良
工
事
を
１
９
６ 

４
年
に
、
10
両
化
に
対
応
す
る
新
宿
駅
第
２

次
改
良
工
事
を
１
９
８
２
年
に
完
了
さ
せ
る

な
ど
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
規
模
改
良
に
取
り

組
み
、
逼
迫
す
る
需
要
に
対
応
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
１
９
６
４
年
、
綾
瀬

－

代
々
木
上
原
間
を
結
ぶ
都
市
高
速
鉄
道
第
９

号
線
（
現
・
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
）
の
新

設
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
第
９
号
線
と
相

互
直
通
を
行
う
小
田
急
小
田
原
線
で
は
、

代
々
木
上
原

－

喜
多
見
間
に
新
た
に
２
線
を

増
設
す
る
複
々
線
化
が
決
定
さ
れ
る
。

１
９
７
８
年
３
月
の
千
代
田
線
全
通
に
伴

い
、
２
面
４
線
の
高
架
駅
と
な
っ
た
代
々
木

上
原
駅
か
ら
東
北
沢
駅
ま
で
の
０
・
７
㎞
が

複
々
線
化
さ
れ
た
。

「
そ
の
後
、
複
々
線
化
事
業
が
停
滞
し
た

の
は
、
車
両
の
増
備
や
駅
改
良
な
ど
輸
送
力

増
強
に
向
け
た
多
額
の
投
資
が
続
い
て
お

り
、
複
々
線
化
事
業
は
そ
れ
ら
の
投
資
に
加

え
て
の
大
投
資
に
な
る
。
資
金
調
達
面
も
含

め
、
社
内
で
は
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
、
着
工

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
」
と
、
交
通
サ
ー

ビ
ス
事
業
本
部
交
通
企
画
部
の
高
橋
洋
一
課

長
は
語
る
。

し
か
し
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
二

つ
の
助
成
制
度
が
後
押
し
を
し
た
。
う
ち

「
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
民

鉄
線
制
度
」
は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が

資
金
調
達
し
て
工
事
を
行
い
、
完
成
後

に
鉄
道
事
業
者
が
鉄
道
施
設
を
譲
り
受

け
る
も
の
で
、
譲
渡
後
、
鉄
道
事
業
者

は
25
年
間
元
利
均
等
で
資
金
を
返
却
す

る
。
も
う
一
つ
は
１
９
８
６
年
に
創
設

さ
れ
た
「
特
定
都
市
鉄
道
整
備
積
立
金

制
度
」
で
、
工
事
に
要
す
る
費
用
を
運

賃
に
上
乗
せ
し
、
増
収
分
を
非
課
税
で
積
み

立
て
て
工
事
費
に
充
当
。
工
事
完
成
後
に
運

賃
を
通
じ
て
利
用
客
に
還
元
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
事
業
は
実
現
に
向
け
て
大
き
く

動
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
複
々
線
化
事
業
の
大
き
な
特

徴
は
東
京
都
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と
一
体

的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
踏
切
を
廃
止

し
、
高
架
化
や
地
下
化
で
生
み
出
さ
れ
た
用

地
を
活
用
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
喜
多
見
以
西
の
狛
江

市
で
も
、
中
心
市
街
地
の
整
備
を
視
野
に
立

体
化
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
１
９
８
５
年
、

喜
多
見

－

和
泉
多
摩
川
間
の
連
続
立
体
交
差

事
業
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

　
　

狛
江
地
区
・
世
田
谷
地
区
の
着
工
へ

東
京
都
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と
一
体
的

に
進
め
ら
れ
た
小
田
急
小
田
原
線
の
複
々
線

化
事
業
は
、
東
北
沢

－

和
泉
多
摩
川
間
の

10
・
４
㎞
。
こ
の
事
業
と
は
別
に
複
々
線
化

を
実
施
し
た
代
々
木
上
原

－

東
北
沢
間
、
和

泉
多
摩
川

－

登
戸
間
を
合
わ
せ
、
小
田
急
小

田
原
線
の
複
々
線
化
区
間
は
代
々
木
上
原

－

登
戸
間
の
11
・
７
㎞
と
な
っ
た
。

事
業
は
１
９
８
９
年
に
、
最
初
に
地
元
協

議
が
整
っ
た
狛
江
地
区
（
喜
多
見

－

和
泉
多

摩
川
間
２
・
４
㎞
）
か
ら
着
工
さ
れ
た
。
従

前
は
、
世
田
谷
通
り
が
小
田
急
小
田
原
線
の

上
を
跨
ぐ
よ
う
に
交
差
し
て
い
た
が
、
１
９ 

９
５
年
の
高
架
橋
完
成
と
同
時
に
世
田
谷
通

り
を
地
表
部
に
移
設
。
区
間
内
13
カ
所
の
踏

切
が
廃
止
さ
れ
た
。
１
９
９
７
年
に
は
複
々

線
が
完
成
し
、
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。

次
い
で
、
事
業
に
着
手
し
た
世
田
谷
地
区

（
世
田
谷
代
田

－

喜
多
見
間
６
・
４
㎞
）
は
、

成
城
学
園
前
付
近
を
地
上
線
か
ら
地
下
線
と

す
る
都
市
計
画
の
変
更
を
経
て
、
１
９
９
４

年
に
着
工
。
成
城
学
園
前
付
近
以
外
は
ほ
ぼ

高
架
式
で
の
４
線
並
列
の
複
々
線
化
が
計
画

さ
れ
、
17
カ
所
の
踏
切
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま

た
、
経
堂
駅
は
８
両
編
成
対
応
か
ら
10
両
編

成
対
応
に
加
え
、
さ
ら
な
る
輸
送
需
要
の
増

加
に
備
え
て
、
上
り
用
通
過
線
を
新
設
し
て

２
面
５
線
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
区
間
は
既
成
街
区
で
住
宅

が
密
集
し
て
お
り
、
用
地
買
収
の
段
階
か
ら

難
航
が
続
い
た
。
地
権
者
や
住
民
の
反
対
は

大
き
く
、
地
元
説
明
会
で
も
紛
糾
す
る
場
面

が
頻
繁
に
あ
っ
た
と
い
う
。

「
当
時
、
広
報
を
担
当
し
て
い
て
、
ま
ち

や
鉄
道
の
将
来
的
な
姿
を
説
明
し
た
が
、
数

十
年
先
の
こ
と
は
想
像
が
つ
き
に
く
く
、
住

民
の
皆
さ
ま
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
ハ
ー
ド

ル
は
高
か
っ
た
。
長
期
に
わ
た
る
ビ
ッ
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
」
と
高

橋
課
長
は
振
り
返
る
。

多
く
の
住
民
が
抱
い
た
、
高
架
橋
は
音
が

拡
散
す
る
の
で
は
と
い
う
不
安
に
対
し
て

は
、
当
時
と
し
て
は
新
幹
線
と
同
レ
ベ
ル
に

近
い
騒
音
対
策
を
実
施
し
た
。

「
軌
道
は
防
音
・
防
振
効
果
が
高
い
も
の

を
採
用
し
、
高
架
橋
の
防
音
壁
に
は
吸
音
パ

ネ
ル
や
干
渉
型
防
音
装
置
を
設
置
す
る
な

ど
、
現
在
で
も
十
分
に
通
用
す
る
最
高
ス

ペ
ッ
ク
の
環
境
対
策
を
し
て
工
事
に
臨
ん

だ
」
と
交
通
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
工
務
部
の
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宮
原
賢
一
課
長
は
語
る
。
住
民
と
の
対

話
に
苦
労
し
、
訴
訟
に
発
展
す
る
な

ど
、
工
事
が
中
断
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
最
善
の
努
力
と
工
夫
で
取
り
組
む

と
同
時
に
「
社
会
に
有
用
な
施
設
を
整

備
し
て
い
る
こ
と
を
粘
り
強
く
訴
え
続

け
た
」（
宮
原
課
長
）
と
い
う
。

地
下
式
構
造
で
難
工
事
の
下
北
沢
地
区

最
後
に
残
っ
た
下
北
沢
地
区
（
東
北
沢

－

世
田
谷
代
田
間
１
・
６
㎞
）
は
、
下
北
沢
駅

部
で
京
王
井
の
頭
線
と
交
差
し
、
終
点
側
の

世
田
谷
代
田

－

梅
ヶ
丘
間
で
は
環
状
７
号
線

が
線
路
の
下
を
通
る
難
工
事
区
間
だ
。
し
か

も
下
北
沢
駅
周
辺
は
密
集
し
た
商
業
地
域

で
、
用
地
買
収
は
難
航
し
て
い
た
。
２
０
０ 

３
年
、
都
市
計
画
決
定
か
ら
39
年
を
経
て
、

２
線
２
層
の
地
下
式
構
造
の
採
用
が
決
ま
っ

た
。「

急
行
線
と
緩
行
線
の
２
階
建
て
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
と
い
う
、
例
を
見
な
い
複
々
線

方
式
」
と
宮
原
課
長
は
解
説
す
る
。

２
０
０
４
年
９
月
に
工
事
着
手
。
下
北
沢

駅
部
で
は
、
小
田
急
小
田
原
線
と
京
王
井
の

頭
線
が
営
業
す
る
中
、
ま
ず
深
い
方
の
急
行

線
ト
ン
ネ
ル
（
ホ
ー
ム
は
地
下
22
ｍ
）
の
掘

削
を
先
行
し
た
。
下
北
沢
駅
前
後
の
６
４
５

ｍ
区
間
は
営
業
線
直
下
で
直
径
約
８
ｍ
の
円

形
ト
ン
ネ
ル
を
シ
ー
ル
ド
工
法
で
掘
削
。
約

９
年
に
わ
た
る
工
事
を
経
て
急
行
線
ト
ン
ネ

ル
を
完
成
さ
せ
、
在
来
線
（
複
線
）
を
移
設

し
て
立
体
化
を
果
た
し
た
。

続
い
て
、
地
下
化
し
た
営
業
線
直
上
で
開

削
工
法
に
よ
り
緩
行
線
（
ホ
ー
ム
は
地
下
11

ｍ
）
用
の
箱
型
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
し
た
。
営

業
線
ト
ン
ネ
ル
と
の
離
隔
は
最
も
近
い
部
分

で
わ
ず
か
60
㎝
。
下
北
沢
駅
の
両
側
は
谷
で

地
下
水
脈
が
流
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、「
営

業
線
の
ト
ン
ネ
ル
に
水
圧
が
か
か
り
、
浮
き

上
が
ろ
う
と
し
て
変
形
す
る
。
綿
密
な
計
測

が
必
要
に
な
り
、
ミ
リ
単
位
の
管
理
を
し
な

が
ら
の
工
事
」（
宮
原
課
長
）
で
、
日
本
初

と
な
る
難
易
度
の
高
い
工
事
を
完
成
さ
せ

た
。さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
最
先
端
の
技
術
が
駆

使
さ
れ
た
下
北
沢
地
区
だ
が
、「
着
工
が
遅

か
っ
た
か
ら
こ
そ
新
し
い
技
術
で
の
対
応
が

で
き
、
完
成
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

た
」
と
宮
原
課
長
は
語
る
。

狭
隘
な
地
区
で
の
長
期
間
に
わ
た
る
工
事

に
対
し
、
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、

情
報
誌
「
シ
モ
チ
カ
ナ
ビ
」
の
発
行
や
情
報

ル
ー
ム
の
設
置
、
地
元
関
係
者
の
現
場
見
学

や
一
般
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
徹
底
し
た

情
報
開
示
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

営
業
線
を
地
下
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
下

北
沢
地
区
で
は
９
カ
所
の
踏
切
が
廃
止
と
な

り
、
こ
れ
で
事
業
区
間
内
39
カ
所
の
踏
切
が

全
て
廃
止
と
な
っ
た
。
ま
た
同
事
業
は
、
土
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世田谷代田駅には小田急電鉄の環境負荷軽減
と自然共生の取り組みを紹介する「小田急環
境ルーム」が開設されている東北沢駅では緩行線の外側に急行線が並列する 世田谷代田駅は地下１階の緩行線ホームのみ使用する

交通サービス事業本部
工務部 課長

宮原賢一
Kenichi MIYAHARA

工法 開削工法 上部：緩行線　開削工法
下部：急行線　シールド工法 開削工法

事業区間　約2.2㎞（うち複々線化約1.6㎞）

梅
ヶ
丘
駅

世
田
谷
代
田
駅

下
北
沢
駅

東
北
沢
駅

代
々
木
上
原
駅

急行線トンネル急行線トンネル

緩行線トンネル緩行線トンネル
地下2階地下2階 地下2階地下2階

地下1階地下1階

地下3階地下3階

小田原方
環
状
７
号
線

地上線時代の踏切
京
王
電
鉄
井
の
頭
線 新宿方

1期工事
2期工事

構造 擁壁 掘割 箱型トンネル 上部：緩行線　箱型トンネル
下部：急行線　円形トンネル 箱型トンネル 掘割 高架橋

擁　壁

■下北沢地区（２線２層地下式構造）縦断面図



木
技
術
の
発
展
に
顕
著
な
貢
献
を
な
し
、
社

会
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
画
期

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
土
木
学
会
賞
技

術
賞
（
２
０
１
７
年
度
）
を
受
賞
、
さ
ら
に

行
政
や
住
民
と
の
協
力
や
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
日
本
鉄
道
賞
特
別
賞

（
２
０
１
８
年
度
）
を
受
賞
し
て
い
る
。

「
完
成
し
た
喜
び
も
大
き
い
が
、
お
客
さ

ま
に
喜
ん
で
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
か
、
次
に

小
田
急
と
し
て
何
を
や
る
べ
き
な
の
か
を
考

え
て
い
る
」
と
高
橋
課
長
は
意
欲
を
語
る
。

宮
原
課
長
も
「
大
き
な
土
木
施
設
を
い
い
状

態
で
長
く
使
っ
て
い
く
た
め
に
、
常
に
現
状

を
把
握
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
し
て
い
き

た
い
」
と
、
既
に
そ
の
先
を
見
据
え
て
い
る
。

全
く
新
し
い
ダ
イ
ヤ
を
作
成

　
２
０
１
８
年
３
月
、
複
々
線
が
完
成
し
、

そ
の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
す
ダ
イ
ヤ
改
正

が
実
施
さ
れ
た
。　

こ
の
ダ
イ
ヤ
は
、
２
０
１
１
年
に
社
内
に

専
門
の
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て

き
た
も
の
だ
。
ダ
イ
ヤ
を
一
か
ら
作
り
直
し
、

「
混
雑
の
緩
和
」「
速
達
性
の
向
上
」「
都
心
方

面
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ク
セ
ス
強
化
」「
着

席
性
の
向
上
」
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

満
た
す
全
く
新
し
い
ダ
イ
ヤ
を
誕
生
さ

せ
た
。

「
複
々
線
の
完
成
で
、
上
り
下
り
と

も
に
急
行
線
と
緩
行
線
が
で
き
、
電
車

が
詰
ま
り
が
ち
だ
っ
た
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

が
解
消
さ
れ
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク
時

に
も
列
車
を
増
発
し
て
、
快
適
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
輸
送
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
交
通
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
運
転

車
両
部
の
山
﨑
直
課
長
は
語
っ
て
い
る
。

混
雑
緩
和
と
所
要
時
間
の
短
縮

　
平
日
朝
の
通
勤
時
間
帯
の
ダ
イ
ヤ
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
を
見
て
み
よ
う
。

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク
時
（
下
北
沢
着
８

時
前
後
の
１
時
間
）
の
運
行
本
数
は
、
27
本

か
ら
36
本
に
増
発
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
９
２ 

％
だ
っ
た
最
混
雑
区
間
の
平
均
混
雑
率
が

１
５
１
％
ま
で
緩
和
さ
れ
た
。
ま
た
、
改
正

前
の
通
勤
時
間
帯
は
、
主
に
急
行
・
準
急
・

各
駅
停
車
の
三
つ
だ
っ
た
列
車
種
別
を
、
改

正
後
は
速
達
性
の
高
い
快
速
急
行
を
増
や

し
、
多
摩
線
か
ら
直
通
の
「
通
勤
急
行
」
を

新
設
。
こ
の
ほ
か
経
堂
に
停
車
し
、
東
京
メ

ト
ロ
千
代
田
線
に
直
通
す
る
「
通
勤
準
急
」

を
新
設
し
、
各
駅
か
ら
新
宿
、
千
代
田
線
各

駅
へ
の
所
要
時
間
を
短
縮
、
ス
ム
ー
ズ
な
通

勤
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク
時
の
所
要
時
間
は
小
田
急

多
摩
セ
ン
タ
ー

－

新
宿
間
で
最
大
14
分
、
町

田

－

新
宿
間
で
最
大
12
分
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
快
速
急
行
と
通
勤
急
行
の
停
車
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特集：複々線化事業と“選ばれるまち”づくり
［沿線エリアの価値創造 小田急電鉄の取り組み］

世田谷代田駅付近の坑口。ここから２線２層の地下式構造となる

交通サービス事業本部
運転車両部 課長

山﨑 直
Sunao YAMAZAKI



駅
を
ず
ら
し
、
混
雑
の
分
散
化
と
停
車

時
分
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仮
に

遅
延
が
生
じ
た
場
合
で
も
後
続
列
車
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
遅
れ
を
吸

収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
通
勤
時
間
帯
は
ど
う
し
て
も
速
達

性
の
あ
る
快
速
急
行
に
お
客
さ
ま
が
集

中
す
る
。
混
雑
の
さ
ら
な
る
分
散
化
が

今
後
の
課
題
」
と
山
﨑
課
長
は
語
る
。　
　

交
通
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
旅
客
営
業
部
の

山
次
拓
浩
課
長
も
「
分
散
し
て
ご
乗
車
い
た

だ
く
こ
と
は
、
駅
業
務
の
課
題
で
も
あ
る
。

通
勤
準
急
や
各
駅
停
車
で
は
、
ゆ
っ
た
り
通

勤
い
た
だ
け
る
。
乗
り
換
え
も
含
め
て
、
乗

車
し
や
す
い
列
車
を
ご
案
内
す
る
な
ど
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

都
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
着
席
機
会

小
田
急
沿
線
か
ら
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

方
面
へ
向
か
う
利
用
客
が
年
々
増
加
し
て
い

る
の
に
伴
い
、
新
ダ
イ
ヤ
で
は
、
朝
の
通
勤

時
間
帯
に
お
け
る
直
通
列
車
の
本
数
を
12
本

か
ら
30
本
（
通
勤
特
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
も
含

む
）
に
増
発
し
た
。
特
に
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク

時
の
増
発
９
本
の
う
ち
７
本
は
千
代
田
線
方

面
だ
。
霞
ケ
関
、
大
手
町
方
面
へ
乗
り
換
え

な
し
の
ア
ク
セ
ス
が
拡
充
し
た
。
ダ
イ
ヤ
改

正
で
千
代
田
線
に
初
め
て
乗
り
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
各
駅
停
車
は
、
向
ヶ
丘
遊
園
駅
な

ど
途
中
駅
か
ら
の
始
発
列
車
を
増
発
し
て
、

着
席
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

「
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
東
京
地
下
鉄
、
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交通サービス事業本部
旅客営業部 課長

山次拓浩
Takuhiro YAMATSUGU

下北沢駅の緩行線ホーム。準急と各駅停車、千代田線直通列車が停車する シールド工法でつくられた急行線ホームは、壁面が曲線を描く

左・中／地上コンコースとホームはエスカレーターで結ぶ。急行線用はオレンジ色　右／新しい小田急線の案内図

※ラッシュピーク時：下北沢着 8：00前後の 1時間

■主な駅から新宿までの所要時間の短縮 ( ラッシュピーク時 )

経堂

登戸

新百合ヶ丘

町田

海老名

大和

小田急多摩
センター

10 20 30 40 50 60 単位（分）0

14
21

18
27

28
38

37
49

40
54

51
61

52
62

現在
ダイヤ改正前

■平均混雑率 ( 最混雑区間 /時間帯 )

※2016 年度（ダイヤ改正前）実績と 2017 年度（ダイヤ改正後）
の輸送力から比較。国土交通省「東京圏における主要区間の混雑率」
2016年度の基準において。

ダイヤ改正前

192%

151%

ダイヤ改正後
主要31区間中
ワースト３位

主要31区間中
ワースト20位圏外
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特集：鉄道産業文化遺産の保存と活用
［地域の観光活力を創出する―東武鉄道ＳＬ「大樹」］

鉄道工事の難しさを認識

　複々線化事業の工事は、狛江地区で 1989 年から始まり、私は入社
１年目の 1991 年３月に狛江工事事務所に配属されました。同僚から
は口々に「大事業を担当して大変だろうが、頑張れ」と励まされまし
たが、今思うと、新入社員だった私には、それぐらい大きな事業であ
るということを理解しきれていなかったと思います。けれども、現場
には経営陣もたびたび足を運ばれましたし、日に日に重要なプロジェ
クトであることを実感して身が引き締まる思いでした。
　狛江地区３駅のうち、私は和泉多摩川駅を担当し、工程管理など毎日
の仕事を必死でこなしていました。そんなある日、巡回していた保線担
当者から「通常と異なる音がする」と連絡が入り、現場に駆け付けてみ
ると、営業線の下で進めている工事の影響で、線路がほんの少し歪んで
おり、このまま放置すれば最悪の場合、脱線も起こり得る状況でした。
どんなに正確に慎重に進めているつもりでも、ちょっとした事で大事故
につながる危険性が潜む鉄道工事の難しさを、身をもって経験しまし
た。こうした危機管理意識はその後の自分の大きな財産となりました。

紛糾する地元と折衝し、行政との連携を強めていく

　翌年には本社の複々線事業部に配属となり、世田谷地区の事業計画
を担当することになりました。世田谷地区は事業化に向けた地元説明
会を開始して１年ぐらいの頃で、高架反対運動の最中でした。工事が
進む狛江地区の雰囲気とは一変し、「高架反対、地下へ」を訴える声
が大きく、地元説明会も紛糾し、卵が飛んできたこともありました。
また、高架反対を目的とした訴訟や、10 万人を超える署名活動など
が展開され、その対応には大変苦心しましたが、説明を重ねるととも
に、国土交通省や東京都、地元世田谷区など行政の方々のご指導やご
協力があって事業を推進することができたと感謝しています。
　高架反対の理由の一つに、鉄道騒音を心配される方が多くいらっ
しゃいましたが、先進技術も含め効果のある騒音対策を積極的に取り
入れ、工事を実施しました。また、複々線化についても、郊外から都
心方向へ通勤する長距離輸送の優等列車のために、長年慣れ親しんだ
土地の提供など地元が犠牲になることに不満を持つ方もいらっしゃい
ましたが、真摯に説明することでご理解をいただきました。
　今では、世田谷区内にお住まいの方々からも、開かずの踏切解消に
加え、列車の増発等による混雑の緩和や所要時間の短縮、都心方面へ
のアクセス改善などが図られ、非常に便利になったとの声を多数いた
だいています。

地下の難工事に取り組み、供用開始へ
　
　複々線事業部は世田谷地区の工事着手後、「複々線建設部」となりま
した。私は下北沢地区の事業計画を担当し、その後、工事事務所長を
経て、2014 年から 2018 年６月に工務部へ統合されるまで複々線建
設部長として事業に携わりました。下北沢地区は２線２層の地下式構
造の難工事で、工事、折衝ともに苦労しました。私が所長に赴任した
のは掘削が本格的に始まろうという時で、大型ダンプの往来に地元か
ら多数厳しいご意見が寄せられました。下北沢駅付近は商店街で道路
が狭く、かつ小田急線と並行している道路は、ほぼありません。住民
の方々にご迷惑をかけずに、掘削した 70 万㎥、大型ダンプ 14 万台
分の土をどうやって運び出すか。考えた末、シールド部の土は流体に
して排水管で外に出し、駅など開削部の土は出来上がったシールドト
ンネルに穴を開けて土を落とし運ぶことにしました。当初計画にはな
かった手順もあり、そのための設備の追加なども行いました。
　こうした事業を円滑に進めていくには、地域の思いと真摯に向き合い
コミュニケーションを重ねていくと同時に、いかに情報開示していくか
が重要だと思います。特に地下工事の様子は外からは分からないので、

「シモチカナビ」という情報誌を四半期ごとに刊行し、情報ルームも設
置して、周知と理解を得ることに努めました。現場にもご案内して、工
事の進捗状況を説明すると、「完成が楽しみだ」と励ましてくださいま
す。また、見学にお越しいただく際は、いつも以上に現場をきれいに清
掃するので事故要素が減少し、さらに、見られることで作業者の一層
のやる気も出ますから、双方にとって良い効果が生まれました。
　また、この区間は小田急線の最混雑区間であり、万が一、営業線に
トラブルが発生した場合の影響は非常に大きく、現場では陥没・隆起
等、工事の安全や営業線の安全確保に細心の注意を払いました。当社
には地下工事の経験がなかったので、学識経験者や地下鉄工事経験者
にアドバイスをいただき、経験豊富な東京メトロからは地下工事のス
ペシャリストを派遣していただきました。
　供用開始時にはさまざまな方
の顔が浮かびました。行政、施
工会社、地域の皆さま、多くの
方のご協力や関わった社員の強
い思いがあって完成した事業で
す。技術だけではなく事業で培
われた経験やノウハウは、当社
にとってかけがえのない財産に
なったと思っています。

小田急電鉄株式会社
交通サービス事業本部 交通企画部 部長

小川 司
Tsukasa OGAWA

（旧複々線建設部長）

複々線化事業とともに
歩んだ30年
混雑緩和の切り札として最混雑区間において計画され
た複々線化だが、事業の推進にあたっては大規模な用
地の取得や反対運動の中での沿線住民との折衝、事
業費の高騰など多くの困難が伴った。複々線化事業の
初期段階から業務に携わった交通サービス事業本部交
通企画部・小川司部長に、供用開始に至るまでの日々
を振り返っていただいた。

世田谷代田駅 3D 模型（世田谷代田駅 ｢小田
急環境ルーム｣ に展示）



東
日
本
旅
客
鉄
道
の
ご
協
力
に
よ
り
千
代
田

線
直
通
列
車
を
増
や
し
、
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク

時
の
輸
送
力
と
と
も
に
利
便
性
を
一
段
と
向

上
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
当
社
線
を
ご
利
用
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
お
客
さ
ま
に
も
選
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」（
山
﨑
課
長
）

新
宿
直
通
で
は
、
多
摩
線
か
ら
新
宿
直
通

の
通
勤
急
行
と
急
行
が
13
本
新
設
さ
れ
、
江

ノ
島
線
か
ら
は
従
前
10
本
だ
っ
た
快
速
急
行

（
江
ノ
島
線
内
は
急
行
）
を
15
本
に
増
発
。
途

中
駅
か
ら
の
始
発
列
車
を
新
設
・
増
発
し
て
、

ダ
イ
ヤ
改
正
前
よ
り
も
着
席
通
勤
の
機
会
を

増
や
し
て
い
る
。
さ
ら
に
通
勤
特
急
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
も
、
従
前
の
４
本
増
の
11
本
と
な
り
、

新
宿
行
、
千
代
田
線
方
面
行
と
も
に
乗
車
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

速
達
性
を
重
視
す
る
か
、
ゆ
っ
た
り
通
勤

の
快
適
性
を
重
視
す
る
か
。
利
用
者
の
選
択

肢
が
増
え
て
い
る
。

新
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
観
光
機
能
も
向
上

２
０
１
８
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
て
、
新
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
７
０
０
０
０
形

（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
）
も
運
行
を
開
始
し
た
。
複
々
線

効
果
で
新
宿

－

小
田
原
間
を
最
短
59
分
（
箱

根
湯
本
ま
で
は
73
分
）
で
結
び
、
60
分
を
切

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
小
田
急
電
鉄
の
長

年
の
悲
願
が
実
現
し
た
。
観
光
輸
送
と
通
勤

輸
送
で
併
用
す
る
７
０
０
０
０
形
の
座
席
数

は
４
０
０
席
で
、
展
望
席
は
予
約
開
始
か
ら

１
分
で
満
席
と
な
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。　

ま
た
、
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
バ
ス

事
業
者
と
も
連
携
。
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
優
等
列
車
の
停
車
駅
で
は
、
接
続

を
考
慮
し
た
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が
組
ま
れ
、
鉄

道
と
バ
ス
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
続
く
今
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
は
、
通
勤
急
行
の
全
列
車
を
10
両
編
成

に
統
一
し
、
各
駅
停
車
で
も
10
両
化
を
段
階

的
に
進
め
て
い
く
。
開
成
駅
で
は
10
両
編
成

対
応
の
ホ
ー
ム
工
事
完
了
に
伴
い
、
全
て
の

急
行
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
輸
送
力

を
さ
ら
に
高
め
る
。

駅
施
設
の
改
修
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今

年
３
月
に
フ
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
下
北
沢
駅
で

は
、
京
王
井
の
頭
線
と
共
用
し
て
い
た
改
札
口

を
、
２
社
の
改
札
口
を
向
か
い
合
わ
せ
に
設
置

し
て
分
離
。
東
西
に
自
由
通
路
の
機
能
を
確

保
し
、
街
の
回
遊
性
を
高
め
て
い
る
。
駅
舎
の

改
修
は
多
く
の
駅
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ソ
フ
ト

の
部
分
と
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
の
機
能
を

高
め
特
長
を
活
か
す
取
り
組
み
が
進
む
。

「
移
動
の
ほ
か
、
交
流
、
買
い
物
な
ど
多

様
な
目
的
で
お
客
さ
ま
が
訪
れ
る
駅
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
多
く
、
提
供
す
べ
き
『
利
便

性
』
の
形
も
多
岐
に
わ
た
る
。
今
後
は
地
域

と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
ス
マ
ー
ト
な
駅
づ

く
り
を
進
め
、
沿
線
価
値
を
高
め
て
い
き
た

い
」
と
山
次
課
長
は
語
る
。

複
々
線
を
活
用
し
た
鉄
道
の
運
用
で
、
全

線
、
特
に
都
心
方
面
へ
の
利
用
が
増
え
て
い

る
。
複
々
線
化
に
よ
っ
て
利
便
性
が
向
上
し

た
鉄
道
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
―
―
。

利
用
者
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
嗜

好
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
小
田
急
電
鉄
の
取

り
組
み
は
、
今
後
さ
ら
に
細
や
か
に
展
開
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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朝の通勤時間帯（上り方向）に新設された新宿行き「通勤急行」と東
京メトロ千代田線直通の「通勤準急」

「快速急行」も大幅に増発、通勤特急ロマンスカーも新宿行き「モーニングウェイ号」9 本、千代田線直通「メトロモーニングウェイ号」2 本になった 多摩線は「通勤急行」が新設
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地形・計画・事業の観点から都市計画を決定

　連続立体交差事業は、踏切遮断による交通渋滞の解消、市街地の一
体化、まちづくりの推進などの効果を狙って進めています。事業を都市
計画決定するときは、高架化、地下化などの構造形式を事業区域ごと
に選定します。選定にあたっては、「地形的条件（その地域の地形と鉄
道の線形との関係）」「計画的条件（踏切の除去数や駅の移動の有無な
ど）」「事業的条件（事業費や事業期間）」の三つの観点から検討します。
　小田急小田原線連続立体交差事業は三つの区間で進められてきま
したが、３地区の中で最初に都市計画が決定したのは世田谷代田駅－
喜多見駅間の世田谷地区と代々木上原駅－梅ヶ丘駅間の下北沢地区で
1964 年、成城学園前駅－登戸駅間の狛江地区は 1985 年に都市計画
決定しました。世田谷地区の当初計画は、成城学園前駅付近が地表式
でその他の区間は高架式でした。この計画では、成城学園前駅付近の
踏切を除却できないため、1993 年に地形を利用した掘割式の構造へ
都市計画変更しました。下北沢地区も当初計画は地表式で、下北沢駅
では京王井の頭線の高架橋が小田急線の上を跨いでいました。そのた
め小田急線を高架化するには、さらにその上に高架橋を建設しなけれ
ばならず、日照問題等の影響が広い範囲に及ぶことから、2003 年に
地下式構造へ都市計画変更しました。
　
さらにスムーズな移動が可能な道路ネットワークへ

　連続立体交差事業の効果としては、第一に踏切除却による渋滞の解消
が挙げられます。事業区間全体で 52 カ所（狛江地区 13 カ所・世田谷
地区 17 カ所・下北沢地区９カ所・複々線化に先行して連続立体交差事
業を実施した区間 13 カ所）の踏切があり、朝の通勤時間帯に１時間に
40 分以上遮断する「開かずの踏切」が深刻な交通渋滞を引き起こして
いましたが、除却したことで踏切での交通渋滞が一挙に解消しました。
　鉄道を高架化、地下化する一方で、私たちは道路ネットワークを整
備しています。例えば、この事業区間の付近では、南北方向に通って
いる環状７号線や環状８号線は開通当初から小田急線と立体交差化し
ていますが、慢性的な渋滞が発生している状態です。また、車が幹線
道路の渋滞を避けて裏道のような狭い道に入っていく場合もあり、歩
行者の安全を確保する必要があります。これまでも本事業と併せて、
東京を中心に延びる放射方向や環状方向の幹線道路、これらをつなぐ
都市計画道路を整備してきましたが、この道路のメッシュをさらに密
にする必要があるので今後も整備を進めていきます。エリア全体で、
道路や鉄道でスムーズに移動できる環境をつくっていきます。

スムーズな移動がまちの活気を生み出す

　この事業は 2019 年 3 月で完了となりましたが、事業効果は今後
進められていく駅周辺のまちづくりとともに、さらに高められていく
ことになります。下北沢駅をはじめとする駅前広場の整備は、地元自
治体によってこれから本格化します。連続立体交差化で道路と鉄道の
交差部が円滑化され、その後進められる駅前広場の整備を通じて道路
と鉄道のアクセスが改善され、交通の結節点となるわけですね。利用
者の「円滑な移動」を多岐にわたって実現するためには、駅前広場の
整備やまちづくりは、連続立体交差事業とセットで進めていくことが
重要だと思います。
　また、線路で分断されていたまちが一体化されると、回遊性が圧倒
的に高まります。実際、下北沢駅付近の踏切では、自転車と歩行者の
横断者数が踏切除却の前後で比べると約３割増えています。住民の
方々が駅の周辺を行き来する機会が増えたということは、おそらく気
持ちよく道路を利用されているということだと思うので、私たちも嬉
しく思います。また、東北沢駅付近の道路では、鉄道を挟んだ１.2㎞
の区間で車の旅行速度が 1.8 倍に向上しました。車も人も自転車も通
りやすくなり、皆さんがまちの中を動かれる、移動される、交流され
ることで、まちが一層、活気づくと思います。
　さらに、下北沢地区では、小田急電鉄の鉄道用地の上部利用で、既
成のまちの中に、新たな空間が生まれます。地元の世田谷区と渋谷区
も公共セクターとしてその一部を活用しますし、小田急電鉄もさまざ
まな計画を検討されている。まちづくりに寄与するような上部利用が
推進されるよう、東京都は積極的に調整を行っています。駅前広場も
そうですが、下北沢の新しい顔ができていくことで、街の魅力がさら
に高まっていくことを期待しています。
　鉄道と道路は都市の骨格を形成する二大インフラです。この社会
基盤を整備して都市機能の充実を図ることで、人々の移動と活動がス
ムーズで積極的
になり、東京都
がますます活気
ある魅力的な都
市として発展し
ていくことをこ
れからも目指し
ていきたいと思
います。

東京都 建設局
道路建設部長

奥山宏二
Kouji OKUYAMA

鉄道と道路の交差を
再構築して円滑な移動を
東京都が進める小田急小田原線連続立体交差事業は、同事業と一体的
に進められた小田急小田原線の複々線化事業と同じく 2019 年 3 月に完
了を迎えた。この事業により区間内のすべての踏切を除却、道路交通
の円滑化に大きな効果を発揮している。連続立体交差事業の事業効果
とさらなる魅力あるまちづくりについて、事業主体である東京都にお話
を伺った。

撮影◉加藤有紀

同事業は「土木学会賞技術賞」「日本鉄道賞特別賞」を受賞した



地
下
化
さ
れ
た
下
北
沢
地
区
の
上
部
利
用

　
連
続
立
体
交
差
事
業
お
よ
び
複
々
線
化
事

業
で
小
田
急
小
田
原
線
が
地
下
化
さ
れ
た
下

北
沢
地
区
に
は
、
線
路
跡
地
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
鉄
道
の
上
部
利
用
に
つ
い
て
、
生
活
創

造
事
業
本
部
開
発
推
進
部
の
橋
本
崇
課
長
は

「
都
心
、
そ
し
て
住
宅
街
の
真
ん
中
に
と
て

も
長
い
公
園
が
で
き
、
公
園
の
中
に
施
設
が

点
在
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
と
説
明
す
る
。

小
田
急
電
鉄
で
は
、
上
部
利
用
に
つ
い
て

東
京
都
・
渋
谷
区
・
世
田
谷
区
と
協
議
を
進

め
、「
下
北
沢
地
区
上
部
利
用
計
画
」
を
ま

と
め
て
き
た
。
東
北
沢
・
下
北
沢
・
世
田
谷

代
田
の
３
駅
に
連
な
る
上
部
空
間
に
は
、
世

田
谷
区
が
駅
前
広
場
や
駅
間
の
通
路
、
緑

地
・
小
広
場
、
防
災
施
設
な
ど
を
整
備
す

る
。
通
路
沿
い
や
周
辺
に
は
、
小
田
急
電
鉄

が
手
掛
け
る
商
業
施
設
や
住
宅
、
大
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
を
点
在
さ
せ
、

線
路
上
部
を
歩
く
こ
と
が
楽
し
く
な
る
ま
ち

を
誕
生
さ
せ
る
計
画
だ
。

「
下
北
沢
は
東
京
の
中
で
も
際
立
っ
た
個

性
が
光
る
ま
ち
。
外
国
人
観
光
客
も
多
く
、

宿
泊
需
要
も
高
い
。
こ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
を

存
分
に
生
か
し
、
近
隣
や
沿
線
を
含
め
、
世

界
中
か
ら
人
が
訪
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
」
と

橋
本
課
長
は
意
気
込
み
を
語
る
。

生
活
が
豊
か
に
広
が
る
ま
ち
づ
く
り

「
に
ぎ
わ
い
」
や
「
回
遊
性
」「
子
育
て
世

代
が
住
め
る
街
」「
文
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
開
発
す
る
区
域
は
２
万
７
５
０
０
㎡
（
鉄

道
上
部
面
積
）、
長
さ
約
２
㎞
。
３
駅
に
連

な
る
区
域
は
、
エ
リ
ア
ご
と
に
特
性
も
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け

て
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
２
０
２
０
年
度
中

の
完
成
（
一
部
を
除
く
）
を
目
指
し
て
開
発

が
進
め
ら
れ
る
。

最
も
新
宿
寄
り
の
東
北
沢
駅
エ
リ
ア
は
、

高
感
度
な
住
宅
地
と
し
て
人
気
の
高
い
代
々

木
上
原
の
隣
駅
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
業

施
設
な
ど
を
整
備
し
て
代
々
木
上
原
エ
リ
ア

と
交
流
や
融
合
を
図
り
、
文
化
的
な
発
信
拠

点
を
目
指
し
て
い
く
。

中
間
の
下
北
沢
駅
周
辺
は
六
つ
の
商
店
街

が
あ
る
商
業
エ
リ
ア
で
あ
り
、
駅
と
直
結
し

た
商
業
施
設
な
ど
、
ま
ち
の
特
性
や
雰
囲
気

と
も
親
和
性
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
で
ゾ
ー
ン
を

形
成
し
て
い
く
。
特
に
、
下
北
沢
駅
前
は
道

路
が
狭
く
、
車
が
駅
前
に
入
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
駅
前
広
場
の
整
備

に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

下
北
沢

－

世
田
谷
代
田
間
に
は
、
国
や
世

田
谷
区
が
指
定
す
る
重
要
文
化
財
や
個
人
の

邸
宅
も
多
く
、
歴
史
あ
る
住
宅
地
で
あ
る
だ

け
に
代
々
そ
の
地
に
住
む
人
も
多
い
。
落
ち

着
い
た
街
並
み
の
こ
の
エ
リ
ア
は
、
そ
う
し

た
住
環
境
を
意
識
し
た
ゾ
ー
ン
に
な
る
予
定

だ
。
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
東
京
農
業
大
学

の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、
学
生

寮
や
保
育
園
、
商
業
施
設
な
ど
の
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
東
京
農
業
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
ま
ち
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
」
と
し
て
市
民
講
座
な
ど
も
積
極
的
に

開
催
し
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
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文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

複
々
線
完
成
に
よ
っ
て
実
現
し
た
「
速
達
性
」
と
「
快
適
性
」
は
、

小
田
急
電
鉄
全
線
に
お
い
て
、
移
動
＝
「
線
」
の
改
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、

沿
線
各
エ
リ
ア
で
は
、
そ
の
複
々
線
効
果
を
活
か
し
、

ま
ち
づ
く
り
＝
「
面
」
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

歴
史
の
あ
る
沿
線
に
は
既
に
成
熟
し
た
ま
ち
も
多
い
が
、

次
世
代
に
向
け
た
定
住
の
促
進
、
交
流
人
口
の
増
大
を
視
野
に

地
域
行
政
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

そ
の
エ
リ
ア
特
性
に
合
致
し
た
付
加
価
値
を
創
出
し
て
い
く
。

こ
こ
で
は
小
田
急
電
鉄
が
「
選
ば
れ
る
沿
線
」
を
目
指
し
、
取
り
組
む

３
エ
リ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

REPORT. II

特
集
：
複
々
線
化
事
業
と“
選
ば
れ
る
ま
ち
”
づ
く
り

［
沿
線
エ
リ
ア
の
価
値
創
造 

小
田
急
電
鉄
の
取
り
組
み
］



さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
で
き
、
新
た
な
交
流
の

機
会
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

エ
リ
ア
の
生
活
は
さ
ら
に
豊
か
に
広
が
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

狛
江
地
区
、
世
田
谷
地
区
で
は
、
連
続
立

体
交
差
事
業
お
よ
び
複
々
線
化
事
業
に
よ
っ

て
創
出
さ
れ
た
高
架
下
空
間
を
利
用
し
て
、

既
に
保
育
施
設
や
駐
輪
場
な
ど
の
生
活
利
便

施
設
、
自
治
体
に
よ
る
福
祉
施
設
や
図
書
館

な
ど
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

下
北
沢
地
区
は
、
小
田
急
電
鉄
に
と
っ
て

は
初
の
ま
と
ま
っ
た
面
積
で
の
上
部
空
間
の

利
用
で
あ
り
、
世
田
谷
区
が
掲
げ
る
防
災
・

減
災
、
緑
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
慮
し
な

が
ら
開
発
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

各
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
な
げ
る

両
事
業
の
地
域
に
お
け
る
効
果
は
、
人
々

の
行
動
に
も
表
れ
て
い
る
。
従
来
は
鉄
道
に

よ
っ
て
南
北
に
分
断
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
住
民
は
、
買
物
な
ど
日
常
生
活
の
行
動
一
つ

取
っ
て
み
て
も
、
南
北
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て

暮
ら
し
て
い
た
。
下
北
沢
地
区
は
、
ま
だ
踏

切
が
廃
止
さ
れ
た
段
階
で
、
駅
前
広
場
な
ど

は
こ
れ
か
ら
の
整
備
と
な
る
が
、
双
方
へ
の
行

き
来
が
生
ま
れ
、
地
域
全
体
の
回
遊
性

が
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
か
つ
て
の
鉄
道
の
両
脇
に

あ
っ
た
住
宅
は
線
路
に
背
を
向
け
て
建

て
ら
れ
て
い
る
が
、
線
路
跡
地
に
は
多

く
の
人
が
行
き
交
う
通
路
が
で
き
る
。

橋
本
課
長
も
「
こ
れ
ま
で
家
の
裏
側

だ
っ
た
場
所
も
、
整
備
さ
れ
る
通
路
側

か
ら
見
る
と
『
表
』
に
も
な
る
の
で
、
住
民

の
方
々
の
意
識
が
ど
う
変
わ
る
か
、
そ
の
意

識
が
街
並
み
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
く
の

か
、
楽
し
み
で
も
あ
る
」
と
語
る
。

通
路
は
区
の
管
理
道
路
で
あ
り
、
小
田
急

電
鉄
は
自
社
の
施
設
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、「
行
政
の
担
当
箇
所
、
当
社
の

担
当
箇
所
と
い
う
区
別
を
せ
ず
、
世
田
谷
区

と
連
携
し
て
一
貫
性
を
持
た
せ
た
デ
ザ
イ
ン

の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」（
橋
本
課

長
）
と
い
う
。
同
時
に
、「
下
北
沢
駅
周
辺

は
週
に
２
、３
度
ま
ち
の
ど
こ
か
で
大
小
の

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
そ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
上
部
空
間
で
開
催
し

て
、
駅
と
駅
、
駅
か
ら
周
辺
の
ま
ち
へ
、
に

ぎ
わ
い
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
る
。　

２
㎞
に
わ
た
る
沿
線
地
域
が
美
し
い
１
本

の
道
で
つ
な
が
る
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ

て
、
目
に
見
え
る
以
上
の
価
値
と
意
義
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

海
老
名
駅
周
辺
で
大
規
模
開
発
を
推
進

都
心
部
だ
け
で
は
な
く
、
郊
外
都
市
で
の

開
発
も
進
め
て
い
る
。
海
老
名
は
昨
年
３
月
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特集：複々線化事業と“選ばれるまち”づくり
［沿線エリアの価値創造 小田急電鉄の取り組み］

生活創造事業本部
開発推進部 課長

橋本 崇
Takashi HASHIMOTO

海老名駅間地区開発計画「ViNA GARDENS」が進む海老名エリア



の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
都
心
方
面
へ
の
所
要

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
朝
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
運
行
さ
れ
る
通
勤
特
急
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
も
停
車
す
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
複
々
線
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
多
岐
に

わ
た
っ
て
受
け
る
地
域
で
も
あ
る
。

海
老
名
駅
の
改
良
工
事
は
２
０
１
０

年
に
完
了
し
た
が
、
そ
の
西
口
に
近
接

す
る
３
万
５
０
０
０
㎡
の
土
地
で
は
現
在
、

大
規
模
な
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

南
側
を
小
田
急
小
田
原
線
と
相
鉄
本
線
、
北

側
を
Ｊ
Ｒ
相
模
線
の
線
路
に
挟
ま
れ
た
「
海

老
名
駅
間
地
区
」
だ
。
小
田
急
海
老
名
駅
と

Ｊ
Ｒ
海
老
名
駅
間
は
「
自
由
通
路
」
で
結
ば

れ
て
い
る
。

「
Ｖ
ｉ
Ｎ
Ａ　

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
」
と
名

付
け
ら
れ
た
海
老
名
駅
間
地
区
開
発
計
画

は
、
大
き
く
二
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ

る
。一
つ
が
「
く
ら
し
エ
リ
ア
」
で
、現
在
31

階
建
て
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
（
２
０
２
０

年
入
居
開
始
予
定
）
の
ほ
か
、
同
等
の
マ
ン

シ
ョ
ン
２
棟
の
建
設
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
も
う
一
つ
が
「
賑
わ
い
創
出
エ
リ
ア
」

で
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ほ
か
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
な
ど
が
入
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
建
設
さ
れ

る
予
定
だ
。
自
由
通
路
に
隣
接
す
る
商
業
施

設
「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
は
２
０
１
７
年
に

先
行
開
業
し
、
開
発
途
中
の
ま
ち
の
一
角
に

早
く
も
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い

る
。こ

の
開
発
計
画
の
完
成
は
２
０
２
５
年
度

の
予
定
で
、
２
０
１
６
年
度
の
着
工
か
ら
10

年
を
か
け
て
段
階
的
に
一
つ
の
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
居
住
人
口
・
交

流
人
口
の
大
幅
な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、

生
活
創
造
事
業
本
部
開
発
推
進
部
の
杉
森
俊

彦
課
長
は
「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
１
棟
に

約
３
０
０
世
帯
が
入
居
予
定
で
、
急
激
な
人

口
の
増
加
を
回
避
す
る
た
め
、
段
階
を
経
て

建
設
す
る
計
画
と
し
た
」
と
説
明
す
る
。

郊
外
都
市
の
理
想
的
な
暮
ら
し
を
実
現

小
田
急
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
こ
れ
だ
け
の

規
模
の
開
発
は
初
め
て
と
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
も
小
田
急
は
、
海
老
名
で
は
２
０
０
２
年

に
海
老
名
駅
東
口
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

「
Ｖ
ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
を
開
業
し
、
ま
ち

に
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
て
き
た
。

近
年
で
は
Ｊ
Ｒ
海
老
名
駅
の
西
側
に
大
型

商
業
施
設
「
ら
ら
ぽ
ー
と
海
老
名
」
も
開

業
、
Ｖ
ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
と
と
も
に
交
流
人

口
を
増
や
す
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
。

小
田
急
小
田
原
線
の
海
老
名
駅
の
乗
降
者

数
は
年
々
増
加
し
、
２
０
１
７
年
度
は
全
線

で
７
番
目
の
約
15
万
人
と
な
り
、
自
由
通
路

の
往
来
も
１
日
約
６
万
人
を
数
え
て
い
る
と

い
う
。

「
海
老
名
は
今
ま
さ
に
伸
び
盛
り
の
近
郊

都
市
と
言
っ
て
い
い
と
思
う
。
駅
前
は
に
ぎ
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駅構内の緑化など落ち着いた印象の世田谷代田駅 明るく開放感のあるデザインが特徴の下北沢駅 新しい文化を生み出す街に調和する東北沢駅

生活創造事業本部
開発推進部 課長

杉森俊彦
Toshihiko SUGIMORI
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世田谷代田駅周辺地区イメージ 下北沢駅周辺地区イメージ

東北沢駅周辺地区イメージ

世田谷ライフ発信ゾーン

「シモキタ」ショッピングゾーン

文化発信ゾーン

■下北沢地区上部利用計画

世田谷代田駅

下北沢駅

東北沢駅



わ
い
が
あ
り
、
周
囲
に
は
相
模
川
や
丹
沢
山

系
が
広
が
る
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
た
地
。

新
宿

－

小
田
原
間
の
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
に

位
置
し
、
都
心
に
も
箱
根
・
江
の
島
・
大
山

な
ど
の
観
光
地
に
も
気
軽
に
出
掛
け
ら
れ

る
。
移
動
や
居
住
環
境
も
含
め
て
快
適
な
郊

外
都
市
の
生
活
が
で
き
る
」
と
杉
森
課
長
は

語
る
。

さ
ら
に
、
圏
央
道
海
老
名
Ｉ
Ｃ
や
東
名
高

速
海
老
名
Ｓ
Ａ
に
も
近
く
、
２
０
２
０
年
に

新
東
名
高
速
道
路
が
開
通
す
れ
ば
さ
ら
に
交

通
の
便
が
向
上
す
る
。

「
海
老
名
は
こ
れ
ま
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が

少
な
か
っ
た
が
、
交
通
利
便
性
に
お
い
て
も

海
老
名
の
立
地
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
効
果
を

発
揮
す
る
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
開
業
に
よ
っ

て
、
移
転
を
検
討
さ
れ
る
企
業
さ
ま
に
は
海

老
名
が
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
」
と
杉
森
課
長
は

期
待
を
寄
せ
る
。

ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
海
老
名
は
「
住
む
ま
ち
」「
楽
し
む
ま

ち
」
に
、「
働
く
ま
ち
」
と
い
う
顔
が
増
え

る
。
職
住
近
接
と
い
う
生
活
の
選
択
も
可
能

で
、「
海
老
名
市
も
こ
の
開
発
計
画
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
お
り
、『
郊
外
で
の
理
想
的
な

暮
ら
し
』
を
提
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、

当
社
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
」
と
杉
森

課
長
は
語
る
。

２
０
２
１
年
に
は
海
老
名
駅
に
隣
接

し
て
「
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
も
開
業
す
る
。
歴
代
の
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
を
中
心
と
し
た
数
々
の
車
両
が
展

示
さ
れ
る
予
定
で
、
小
田
急
電
鉄
の
鉄

道
文
化
を
発
信
す
る
、
も
う
一
つ
の
個
性
が

海
老
名
の
魅
力
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

新
百
合
ヶ
丘
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

こ
こ
ま
で
は
新
た
に
つ
く
ら
れ
る
ま
ち
を

見
て
き
た
が
、
既
に
成
熟
し
た
ま
ち
で
は
今
、

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま

で
の
民
鉄
の
開
発
モ
デ
ル
と
言
え
ば
、
鉄
道

を
敷
き
、
沿
線
に
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
を

つ
く
り
、
沿
線
住
民
に
よ
る
鉄
道
や
施
設
の

利
用
を
自
社
の
収
益
に
つ
な
げ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
生
活
創
造
事
業
本
部
ま
ち

づ
く
り
推
進
部
の
西
村
靖
生
課
長
は
「
人
口

減
少
や
経
済
活
動
が
収
縮
し
て
い
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
は
自
社
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
た

め
に
、
競
合
意
識
や
利
害
関
係
を
超
え
て
行

政
・
企
業
・
地
元
団
体
・
住
民
・
地
権
者
な

ど
皆
で
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
、
地
域
の
価
値

を
向
上
す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
、
地
域
の
活
気
や
鉄
道
を
持

続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
か
ら
は

ハ
ー
ド
の
開
発
に
加
え
て
、
ソ
フ
ト
の
開
発

＝
ま
ち
の
魅
力
を
向
上
す
る
施
策
の
立
案
と

推
進
が
必
要
だ
」
と
語
る
。

小
田
急
電
鉄
は
現
在
、
新
百
合
ヶ
丘
地
区
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「ViNA GARDENS」の「くらしエリア」ではタワーマンションの建設が進む

生活創造事業本部
まちづくり推進部 課長

西村靖生
Yasuo NISHIMURA



で
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
を
設
立
。
人

口
減
少
時
代
に
お
い
て
も
「
選
ば
れ
る
」
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

新
百
合
ヶ
丘
は
１
９
７
０
年
代
に
宅
地
開

発
が
始
ま
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
い
住
宅
地

で
あ
る
。
地
元
住
民
の
地
域
へ
の
愛
着
も
強

い
。
小
田
急
小
田
原
線
・
多
摩
線
の
２
路
線

が
乗
り
入
れ
る
新
百
合
ヶ
丘
は
す
べ
て
の
列

車
種
別
が
停
車
す
る
拠
点
駅
で
、
２
０
１
７

年
度
の
１
日
平
均
乗
降
人
員
は
約
12
万
６
０ 

０
０
人
と
全
線
で
９
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が

２
０
３
０
年
を
目
途
に
新
百
合
ヶ
丘
駅
ま
で

延
伸
す
る
計
画
も
発
表
さ
れ
、
さ
ら
な
る
ま

ち
の
魅
力
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

「
当
社
は
川
崎
市
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
行
政
を
パ
ー
ト

ナ
ー
に
川
崎
市
北
部
エ
リ
ア
を
盛
り
上
げ
て

い
く
協
力
体
制
が
整
っ
て
い
る
。
新
百
合
ヶ

丘
で
は
開
発
当
初
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
次
世
代
型
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
一
体
で
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
進
め
て
い
る
」（
西

村
課
長
）

企
業
・
大
学
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
は
、
２
０
１
７
年
に

設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
築
い
て
き

た
沿
線
自
治
体
や
大
学
、
企
業
、
住
民
と
の

連
携
な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決
や
既
存
事
業

の
活
用
に
資
す
る
機
能
を
継
承
。
長
期
的
視

点
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
施
策
を

立
案
・
推
進
し
て
、
沿
線
各
エ
リ
ア
の
新
た

な
価
値
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
百
合
ヶ
丘
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
は
、
２
０
１
８
年
４
月
に
、
小
田
急
電
鉄
、

新
百
合
ヶ
丘
農
住
都
市
開
発
、
三
井
不
動
産

の
３
企
業
と
、
昭
和
音
楽
大
学
、
日
本
映
画

大
学
の
２
校
を
幹
事
会
員
と
し
て
「
新
百

合
ヶ
丘
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
と
し
て
設
立
。
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
一
体
感
の
あ
る
組
織
に

再
編
し
、
94
社
の
会
員
企
業
や
友
好
団
体
と

と
も
に
、
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
（
年
7
回
）
や

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
季
刊
誌

を
通
し
て
の
情
報
発
信
、
会
員
相
互
の
交
流

を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

「
地
元
に
お
住
ま
い
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、

市
内
外
か
ら
人
が
集
う
、
活
気
に
満
ち
た
魅

力
あ
る
『
ま
ち
』
に
し
て
い
く
。
こ
れ
か
ら

は
皆
が
当
事
者
と
な
っ
て
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
時
代
、
ま
ち
の
公
共
交
通
を
担
う
当
社

に
は
皆
を
つ
な
ぐ
役
割
が
あ
る
。
ま
ち
に
必

要
な
も
の
を
皆
で
考
え
る
仕
組
み
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
る
の
が
当
社
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
西
村
課
長
は
語
る
。

多
様
な
人
々
が
集
い
、
交
流
し
な
が
ら
自

分
の
ま
ち
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
持
続
的
に

発
展
さ
せ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
は
沿
線
各
エ
リ
ア
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。小

田
急
電
鉄
で
は
複
々
線
効
果
を
活
か
す

視
点
で
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
沿

線
の
ま
ち
に
は
新
た
な
魅
力
や
価
値
が
着
実

に
育
ち
始
め
て
い
る
。
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新百合ヶ丘駅南口 上・下／主に第 3 土・日に開催される「しんゆりマルシェ」冬恒例の「しんゆりイルミネーション」

次世代型のまちづくりが進む新百合ヶ丘
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課題だった道路整備・防災・みどりの創出
　
　下北沢は商業地と住宅地が調和する個性豊かなまちです。下北沢は
いわゆる「シモキタ」と呼ばれ、若者をはじめ多くの人が集まり、演
劇や音楽などの文化を発信する場所であり、周囲には閑静な住宅街が
広がっています。
　従来、この地区が抱えていた大きな課題は、都市基盤としての道
路整備、防災、そしてみどりの創出でした。道路網の脆弱さについて
は、それが混沌としたまちの魅力を形成している部分でもありました
が、住民が高齢化する中では、駅までの道路をきちんと整備し、電車
と自動車をつなぐことで、人々の移動をしやすくする必要があります。
　現在、世田谷区の人口は増加の傾向にあり、ユニバーサルデザイン
という意味において誰もが安心してまちに出て、楽しむことができる
都市基盤をつくりたいと考えました。そこで、経堂駅や成城学園前駅
などに続いて、この区間でも東北沢、下北沢、世田谷代田の３駅に駅
前広場を整備していきます。
　世田谷区内の公共交通は東西の移動は鉄道が充実しているのです
が、南北の移動は路線バスが中心となります。駅前広場を整備し、交
通結節機能を強化することで、移動の利便性が格段に向上します。さ
らに、駅前の商店街付近では歩行者と自転車が混在している道路も多
く、駅前の駐輪対応として駐輪場も確保していきます。
　また、従前は駅周辺にはスムーズに消防車も入ってくることができず、
災害時に住民が集まるような避難場所となる空地もありませんでした。
　小田急線地下化に伴う上部利用は憩いの場となるよう住民参加によ
り時間をかけて検討していたのですが、そうした最中に東日本大震災
が起こり、以来、私たちも災害対応をより重視し、防災という観点か
らも有効に活用したいと検討を重ねてきました。計画では防災のため
の小広場や通路などを設ける予定です。
　もう一つにはみどりの創出があります。一般的に世田谷区はみどり
が多いと言われていますが、その中で北沢地域は都市化が進んでいる
ため、みどりが少ないんです。みどり率は全区的には約 25.2％です
が、北沢地域は最も少なく、約 17.4％です。世田谷区としても、住
民が快適に暮らすためには、潤いや憩いとなるみどりが必要だと考
え、ここでは緑地を多く設けることにしました。

行政・鉄道会社・住民がデザインするまち

　上部利用計画では世田谷区のほかに、小田急電鉄が通路沿いやその
周辺に商業施設やオープンカレッジ、学生寮、保育園など多岐にわた

る施設をつくることになっています。この計画はまさに小田急電鉄と
一緒に進めてきており、区としても小田急電鉄が手掛ける数々の魅力
的な施設に大きな期待を寄せています。また、下北沢駅周辺の井の頭
線高架下では京王電鉄も商業施設を新設します。
　そこで、それぞれが担当する施設が、地域の個性を活かしながら秩
序をもった統一感のあるデザインコンセプトのもとに建設を進められ
るよう、デザインの方針や具体的な方策を「北沢デザインガイド」と
してまとめました。実はこの区間の中でも、地域特性は各駅周辺でそ
れぞれ異なります。それぞれの特色が一つにつながり、新しいまちの
中に溶け込み、また、この新しいまち自体も周囲の地域になじんでい
くことを目指しています。
　都市デザインは見た目だけではなく、使い方、考え方も含まれてい
ます。皆でまちについて考え、つくったまちを使いながらさらに良く
していくということですね。
　利用者にとっては誰がどの施設をつくったかということよりも、過
ごしやすい空間が約 2㎞にわたり、つながって存在することが重要で
す。そのため、デザインを含めて、一体となってまちをつくっていく
必要があると考えています。
　また、この利用計画では区民からもアイデアを募集するなど住民参
加で進めてきました。さらに、行政から住民へ情報を一方通行で送る
のではなく、住民の方々と意見交換する場として、北沢デザイン会議
を 2014 年度に設置しました。これまでに６回、会議を開催していま
す。第 6 回の会議では約 160 人の方に参加いただき、小田急電鉄、
京王電鉄の方々からもご説明いただいたことは、この計画に対する住
民の安心や期待、信頼にもつながりました。
　この計画のデザインコンセプトは「つなぐデザイン つながるまち
づくり」を掲げています。通路でつながっているだけではなく、この
場所を介して、地域の歴史や人と人、そのほかあらゆるものがつな
がっていくという願いを込めています。
　連続立体交差事業と複々線化事業は、この 3 月で完了を迎えまし
た。世田谷区は地元自治体
として、その効果をまさに実
感しているところです。今後
は、このような利便性の高い
鉄道が通るまちの質をどのよ
うに高めていくか、そのため
に何ができるか、鉄道会社や
住民の方々と一緒に考えてい
きたいと思います。

世田谷区 北沢総合支所 支所長

髙木加津子
Katsuko TAKAGI

鉄道上部に新たな
まちをつくる
地下化された下北沢地区の鉄道上部利用で、世田谷区は駅前
広場や各地区を結ぶ通路などを整備する。このエリアがこれ
まで抱えていた道路整備や防災、みどりの創出といった課題
を解決しながら、周囲と調和したつながりのあるまちづくりを
進めていく方針だ。住民、鉄道事業者とともに新たなまちづ
くりに取り組む世田谷区にお話を伺った。

撮影◉加藤有紀

世田谷代田駅付近の地上部に整備された「世田
谷区立代田富士 356（みごろ）広場」
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。
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参
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い
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参
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・
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懸
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参
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参
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。
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山
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志
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線
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。
と
い
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わ
け
で
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御
朱
印
帳
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備
よ
し
、
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社
参
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出
発
。

写
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を
撮
ら
ず
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い
ら
れ
な
い

和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
の
和
歌
山
駅
改
札
は
Ｊ
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和
歌
山
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内
に
あ
る
。
普
通
乗
車
券
は
Ｊ
Ｒ
の

改
札
脇
の
券
売
機
で
購
入
で
き
る
け
れ
ど
、
一
日
乗

車
券
は
和
歌
山
電
鐵
の
改
札
で
の
販
売
。
Ｊ
Ｒ
の
駅

員
さ
ん
に
声
を
掛
け
、
Ｊ
Ｒ
の
改
札
を
通
過
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
乗
車
券
な
し
の
状
態
は
落
ち

着
か
な
い
。
足
早
に
和
歌
山
電
鐵
の
改
札
に
向
か

い
、
一
日
乗
車
券
を
入
手
し
て
一
安
心
。

ホ
ー
ム
に
出
る
と
真
っ
赤
な
電
車
が
停
車
中
。
カ

ラ
フ
ル
な
座
席
シ
ー
ト
に
木
製
の
吊
り
輪
、
カ
プ
セ

ル
ト
イ
の
販
売
機
や
お
も
ち
ゃ
を
飾
っ
た
ケ
ー
ス
も

置
か
れ
た
「
お
も
ち
ゃ
電
車
」
だ
。
観
光
客
な
ら
写

真
を
撮
ら
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
ワ
イ
ワ
イ
と
写
真
や

動
画
を
撮
影
し
て
い
る
観
光
客
と
、
平
然
と
座
っ
て

い
る
地
元
利
用
者
ら
し
き
乗
客
の
割
合
は
、
７
対
３

く
ら
い
で
観
光
客
が
優
勢
。
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど

は
、
ど
う
や
ら
中
国
語
圏
か
ら
の
お
客
さ
ま
。

中
国
語
が
飛
び
交
う
賑
や
か
な
車
内
撮
影
会
が
落

ち
着
い
た
頃
、
電
車
が
出
発
。
予
想
よ
り
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
住
宅
街
を
走
り
抜
け
て
い
く
。
最
初
の
降

車
駅
は
日
前
神
宮
・
國
懸
神
宮
最
寄
り
の
日に
ち
ぜ
ん
ぐ
う

前
宮

駅
。
和
歌
山
駅
か
ら
は
た
っ
た
２
駅
目
、
あ
っ
と
い

う
間
に
到
着
す
る
。

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

観
光
客
の
皆
さ
ん
の
乗
車
目
的
は
「
三
社
参
り
」

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
日
前
宮
駅
で
の
降
車
客
は

他
に
な
し
。
目
指
す
日
前
神
宮
・
國
懸
神
宮
は
駅
か

ら
住
宅
地
を
歩
い
て
１
分
足
ら
ず
、
一
つ
の
境
内
に

隣
り
合
っ
て
建
っ
て
い
る
。
摂
社
、
末
社
も
複
数
あ

る
け
れ
ど
、
地
域
の
中
で
最
も
位
の
高
い
神
社
「
一

之
宮
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
境
内
は
広
々
。

左
右
を
学
校
に
挟
ま
れ
て
い
る
の
に
、
生
い
茂
っ
た

木
々
が
壁
に
な
っ
て
い
る
の
か
騒
々
し
さ
は
な
く
、

行
き
交
う
参
拝
者
の
静
か
な
気
配
が
心
地
よ
い
。

ゆ
っ
く
り
参
拝
を
済
ま
せ
、
御
朱
印
を
受
け
取
っ

て
駅
に
戻
る
。
次
の
２
社
目
の
竈
山
神
社
最
寄
り
の

竈
山
駅
は
、
日
前
宮
駅
の
次
の
次
。
歩
こ
う
か
な
と

も
思
っ
た
け
れ
ど
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
電
車
が
到
着
。

今
度
は
列
車
を
擬
人
化
し
た
ア
ニ
メ
・
チ
ャ
ギ
ン
ト

ン
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
に
揺
ら
れ
て
竈
山
駅
ま
で
。

案
内
表
示
に
よ
れ
ば
、
駅
か
ら
竈
山
神
社
ま
で

は
、
住
宅
地
を
抜
け
て
行
く
ル
ー
ト
が
歩
き
や
す
く

て
お
薦
め
だ
と
い
う
が
、
車
道
沿
い
を
歩
く
一
本
道

も
あ
る
。
歩
き
や
す
さ
よ
り
、
早
く
迷
わ
ず
行
け
そ

う
な
一
本
道
を
選
ん
で
進
む
と
、
確
か
に
車
道
沿
い

の
道
は
歩
道
が
狭
い
上
、
車
通
り
も
多
く
て
歩
き
に

く
い
。「
お
薦
め
に
は
従
っ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
か

な
」
と
感
じ
始
め
た
頃
、
木
々
に
覆
わ
れ
た
竈
山
神

社
が
見
え
て
く
る
。

竈
山
神
社
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
神
武
天
皇
の

兄
、
彦ひ

こ
い
つ
せ
の
み
こ
と

五
瀬
命
。
本
殿
の
背
後
に
は
、
戦
で
傷
つ
き

崩
御
さ
れ
た
彦
五
瀬
命
の
陵
墓
も
あ
る
。
皇
室
に
連

神社の名前としては「日
ひのくまじんぐう

前神宮」。駅名では「日
にちぜんぐう

前宮」と
読む

どの電車も写真を撮らずにいられない、可愛さ面白さ

和歌山電鐵株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

由
緒
あ
る
三
社
巡
る
一
日

色
と
り
ど
り
の
電
車
と
、

社
員
と
し
て
働
く
猫
た
ち
が
、

参
拝
の
道
を
つ
な
い
で
く
れ
る

和歌山電鐵貴志川線
【わかやまでんてつきしがわせん】

和歌山駅から貴志駅を約 30 分で結ぶ。
沿線には日前神宮・國懸神宮、竈山神
社、伊太祁曽神社の三社があり、伊太祈
曽駅、貴志駅に勤務する猫駅長たちが観
光客に人気。

貴
志

甘
露
寺
前

山
東

交
通
セ
ン
タ
ー
前

日
前
宮

和
歌
山

竈
山

伊
太
祈
曽

JR和歌山線

JR阪和線

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線

車両デザイン：水戸岡鋭治
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な
る
方
が
眠
る
場
所
は
人
の
気
配
も
な
く
、
足
音
が

気
に
な
る
ほ
ど
、
ひ
た
す
ら
静
か
。
人
を
探
し
て
社

務
所
を
の
ぞ
く
と
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
猫
の
写
真
？　

よ
く
見
れ
ば
、
写
真
は
和
歌
山
電
鐵
の
猫
社
員
カ
レ

ン
ダ
ー
。
写
っ
て
い
る
の
は
多
分
、
ニ
タ
マ
駅
長

だ
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
見
つ
け
た
姿
に
、
何
だ
か

ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
し
て
、
嬉
し
く
な
る
。

参
拝
後
、
嬉
し
く
な
っ
た
気
分
の
ま
ま
に
、
今
度

こ
そ
沿
線
を
歩
い
て
み
る
。
線
路
か
ら
付
か
ず
離
れ

ず
の
川
沿
い
の
道
は
、
周
囲
に
高
い
建
物
も
な
く
開

放
感
た
っ
ぷ
り
。
い
く
ら
で
も
歩
け
そ
う
に
思
え
る

け
れ
ど
、
三
社
参
り
の
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つ
、
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曽
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社
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る
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。
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で
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車
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。

最
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木
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太
祈
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マ
駅
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よ
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。
と
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日
、
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で
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、
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前
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懸
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植
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造
り
で
は

な
く
木
製
。
本
殿
な
ど
も
他
の
２
社
よ
り
木
材
を
多

く
使
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
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。
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ら
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に
ち
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除
け
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利
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あ
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と
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ぐ
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も
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ず
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。
最
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木
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神
」
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さ
れ
た
御
朱
印
を
い
た
だ
い
て
、「
三
社
参
り
」
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無
事
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了
。

ニ
タ
マ
駅
長
の
お
薦
め
は
？

伊
太
祈
曽
駅
に
戻
り
、
ニ
タ
マ
駅
長
が
い
る
貴
志

駅
行
き
の
電
車
を
待
っ
て
い
る
と
、
や
っ
て
来
た
の

は
猫
耳
と
ひ
げ
の
生
え
た
「
た
ま
電
車
」。

２
０
１
５
年
に
名
誉
永
久
駅
長
に
な
っ
た
「
た
ま
」

の
イ
ラ
ス
ト
や
モ
チ
ー
フ
に
溢
れ
た
電
車
は
車
外
も

車
内
も
猫
づ
く
し
。
あ
れ
こ
れ
写
真
を
撮
る
う
ち
に

あ
っ
と
い
う
間
に
貴
志
駅
到
着
。
ホ
ー
ム
に
降
り
る

と
、
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
待
っ
て
い
た
人
た
ち
が
乗

り
込
み
、
撮
影
会
は
途
切
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な
く
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く
。「
た
ま
電

車
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は
大
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。

一
方
、
下
車
し
た
人
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が
向
か
う
先
に
は
ニ
タ
マ

駅
長
…
の
お
尻
？　

ガ
ラ
ス
張
り
の
部
屋
の
中
、
の

ぞ
き
込
む
人
々
に
モ
フ
モ
フ
し
た
お
尻
を
向
け
て
お

休
み
中
。
顔
を
上
げ
た
か
と
思
う
と
、
す
ぐ
ま
た
伏

せ
て
し
ま
う
、
つ
れ
な
い
駅
長
。
し
つ
こ
く
す
る
の

も
失
礼
な
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
ホ
ー
ム
に
戻

る
。
目
的
は
、
ホ
ー
ム
に
あ
る
、
た
ま
駅
長
を
祀
っ

た
神
社
。
大
明
神
に
な
っ
た
、
た
ま
駅
長
に
ご
挨
拶

の
参
拝
。

さ
て
、
帰
り
に
も
う
一
度
「
た
ま
電
車
」
に
乗
る

た
め
に
は
、
あ
と
１
時
間
半
ほ
ど
時
間
が
あ
る
。
貴

志
駅
周
辺
で
何
を
し
よ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
、
再
び

ニ
タ
マ
駅
長
の
元
に
行
く
と
、
た
ま
大
明
神
の
ご
利

益
か
、
な
ん
と
駅
長
が
起
き
て
い
る
。
の
ぞ
き
込
ん

で
も
顔
を
背
け
ず
、
こ
ち
ら
を
見
返
し
、
撮
影
に
も

応
じ
て
く
れ
る
。

ね
ぇ
駅
長
、
貴
志
駅
周
辺
の
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
は

ど
こ
で
す
か
？

伊太祁曽神社の鳥居は木製。伊太祈曽駅には「よんたま」駅長が勤務。
猫駅長に会いに行くには、公休日に注意

竈山神社の社務所には、和歌山電鐵の猫社員カレンダーが

たま電車は特に大人気。運行時間はホームページでも調べられる

たま神社は貴志駅ホームに
ある。起きてくれた「ニタ
マ駅長」。たま大明神のご指
導？
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青
い
森
鉄
道
は
、
東
北
新
幹
線
開
業
に

伴
い
、
旧
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
の
青
森
県
部
分

が
分
離
さ
れ
た
並
行
在
来
線
で
、
目め

と
き時

－

青
森
の
青
森
県
区
間
を
運
行
し
て
い
る
。

全
線
で
一
二
一
・
九
㎞
、
二
十
七
駅
を

有
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
で
、
地
域
の

基
幹
的
交
通
機
関
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
使
命
と
し
て
誕
生
し
た
。

開
業
以
来
、｢

愛
さ
れ
る
鉄
道｣

｢

地
域

住
民
の
重
要
な
鉄
道｣

｢

地
域
の
皆
様
と

と
も
に
歩
む
鉄
道｣

の
理
念
に
基
づ
き
事

業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
十
四
年
十
二
月
一
日
に
目
時

－

八

戸
間
が
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
四
日
に

八
戸

－

青
森
間
が
開
業
。
路
線
の
運
営
は

｢

上
下
分
離
方
式｣

を
採
用
し
、
線
路
や

駅
舎
と
い
っ
た
鉄
道
施
設
（｢

下｣

に
該

当
）
は
、
青
森
県
が
第
三
種
鉄
道
事
業
者

と
し
て
保
有
、
青
い
森
鉄
道
株
式
会
社
は

第
二
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
車
両
（｢

上｣

に
該
当
）
を
保
有
し
、
運
行
し
て
い
る
。

沿
線
に
は
、
浅
虫
温
泉
郷
や
お
が
わ
ら

湖
温
泉
郷
な
ど
癒
し
の
ス
ポ
ッ
ト
、
ま
た

歴
史
的
風
情
を
残
す
三
戸
、
下
北
半
島
へ

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
元首都大学東京・専修大学非常勤講師。地図情報センター理事。日本地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第�回 最終回  

『青森［青森市鳥瞰図］』
（昭和７〈1932〉年 12 月 5 日発行）
青森市役所　発行
京都市　清水超太郎　編輯者
京都市八條通東洞院東入　観光社出版部（和多田興太郎）　印刷

青
森

青
森
市
鳥
瞰
図
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の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
な
野の

へ

じ

辺
地
で
は
珍
し

い
鉄
道
防
雪
林
（
杉
林
）
の
景
観
も
観
察

で
き
る
の
だ
。

本
図
の
初
三
郎
鳥
瞰
図
作
品
が
誕
生
し

た
の
は
昭
和
七
年
、
国
有
鉄
道
時
代
の
こ

と
だ
か
ら
、
青
森
周
辺
は
昭
和
四
十
三
年

に
ル
ー
ト
変
更
に
な
る
前
の
東
北
本
線
が

記
載
。
青
森
県
庁
舎
は
、
明
治
十
五
年
に

建
て
ら
れ
た
洋
風
建
築
だ
っ
た
が
、
青
森

空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
（
立
体
絵
図

表
示
）。
な
つ
か
し
い
青
函
連
絡
船
の
航

路
も
。

駅
名
で
改
称
さ
れ
た
の
は
、
古ふ

る
ま
き

間
木
駅

は
現
・
三
沢
駅
。
尻し

り
う
ち内
駅
は
現
・
八
戸

駅
。
八
戸
駅
は
現
・
本
八
戸
駅
に
。
浅あ

さ
む
し虫

駅
は
現
・
浅
虫
温
泉
駅
に
。
旧
水
族
館
も

存
在
し
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
。

本
図
の
構
図
の
特
徴
は
、
北
側
の
津
軽

海
峡
上
空
か
ら
見
下
ろ
し
た
景
観
で
、
青

森
市
街
地
が
津
軽
と
下
北
の
両
半
島
の
間

に
大
き
く
せ
り
出
し
て
い
る
。
背
景
の
八

甲
田
連
峰
と
津
軽
富
士
の
岩
木
山
の
姿
が

雄
大
だ
。

図
隔
左
隅
に
は
、
ち
ゃ
っ
か
り
富
士
の

お
山
と
双
耳
峰
の
筑
波
山
を
入
れ
て
い

る
。

　青い森鉄道は、東北新幹線開業に伴い、旧 JR 東北本線の青森県部分が経営分
離された並行在来線で、青森県区間（目時－青森）を運行している。岩手県区間は
IGR いわて銀河鉄道が運営し、相互直通運転を行っている。また、野辺地駅で接続
する JR 大湊線と一部直通運転も行っている。
　地域の生活基盤を支える鉄道として旅客輸送に取り組む青い森鉄道だが、沿線に
は、陸奥湾の眺めが美しい浅虫温泉や青森湾を望む本州最北端の水族館である浅虫
水族館、桜の名所としても名高い三戸城址の城山公園などがあり、その存在は観光
の足としても欠かせない。平成 21 年からは、電車と樹木をモチーフにしたデザイン
のロゴマークを使用し、イメージキャラクターに青色の木の「モーリー」を採用する
など、地域の観光振興にも貢献してい
る。

青い森鉄道株式会社

JR八戸線

IGR
いわて銀河鉄道

東北新幹線

JR大湊線

新
青
森

八戸

青森
浅虫温泉

野辺地

小湊

乙供
上北町

三沢

下田

剣吉

三戸

目時
有人駅

青い森鉄道株式会社
AOIMORI RAILWAY Co,Ltd

設立：平成 13 年 5 月 30 日
本社：青森市篠田 1-6-2

地域の生活を支え、
風情あふれる青森の旅へと誘う。

平
成
19
年
夏
号
（
Ｖ
ｏ
ｌ
・
23
）
よ
り
連
載
を
開
始
し
ま
し
た
「
吉
田
初
三
郎
の
世
界
」
は
今
号
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。
大
正
・
昭
和

の
時
代
に
活
躍
、
生
涯
に
お
い
て
２
０
０
０
点
以
上
の
鳥
瞰
図
を
作
成
し
、「
大
正
広
重
」
と
も
呼
ば
れ
た
吉
田
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
と
と
も
に
、

46
社
の
鉄
道
事
業
者
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



◉発 行 所 ／一般社団法人  日本民営鉄道協会
	 〒 100-8171　東京都千代田区大手町２丁目６番地１号
	 TEL：０３-５２０２-１４０２　FAX：０３-５２０２-１４１２
	 URL：http://www.mintetsu.or.jp

◉発 行 人 ／�一般社団法人  日本民営鉄道協会広報委員会（東武鉄道、西武鉄道、 
京成電鉄、京王電鉄、小田急電鉄、東京急行電鉄、京浜急行電鉄、 
東京地下鉄、相模鉄道、名古屋鉄道、近畿日本鉄道、南海電気鉄道、 
京阪電気鉄道、阪急電鉄、阪神電気鉄道、西日本鉄道）

◉日本民営鉄道協会 会員／�弘南鉄道、津軽鉄道、青い森鉄道、岩手開発鉄道、仙台空港鉄道、 
福島交通、アルピコ交通、 上田電鉄、 長野電鉄、 富山地方鉄道、 万葉線、
北陸鉄道、ひたちなか海浜鉄道、 上信電鉄、 上毛電気鉄道、 秩父鉄道、  
新京成電鉄、関東鉄道、銚子電気鉄道、 小湊鐵道、 山万、東武鉄道、 
西武鉄道、京成電鉄、京王電鉄、小田急電鉄、東京急行電鉄、 
京浜急行電鉄、東京地下鉄、相模鉄道、高尾登山電鉄、 江ノ島電鉄、  
湘南モノレール、箱根登山鉄道、富士急行、伊豆急行、 伊豆箱根鉄道、
岳南電車、静岡鉄道、大井川鐵道、 遠州鉄道、豊橋鉄道、名古屋鉄道、
三岐鉄道、  えちぜん鉄道、福井鉄道、京福電気鉄道、 叡山電鉄、 
嵯峨野観光鉄道、近畿日本鉄道、 南海電気鉄道、京阪電気鉄道、  
阪急電鉄、 阪神電気鉄道、北大阪急行電鉄、 泉北高速鉄道、 水間鉄道、  
和歌山電鐵、紀州鉄道、能勢電鉄、神戸電鉄、山陽電気鉄道、 
岡山電気軌道、水島臨海鉄道、広島電鉄、一畑電車、高松琴平電気鉄道、
伊予鉄道、 とさでん交通、 西日本鉄道、 島原鉄道、 長崎電気軌道、 
熊本電気鉄道

◉企画編集／一般社団法人  日本民営鉄道協会　広報主幹　富井　裕
◉企画編集協力／時事通信出版局「みんてつ」編集室　香田朝子

◉写　　真／織本知之／加藤有紀

◉アートディレクション・デザイン／浜田修司／大島恵里子

◉印　　刷／大日本印刷株式会社

※本誌の記事、写真、イラストレーション、ロゴの無断転載を禁じます。

春号
SPRING 2019

Vol.69

複々線化の完成で輸送環境が大きく改善した小田急線
（祖師ヶ谷大蔵－成城学園前）


